
4
APRIL
2019

2019　Ｎo．569名護市広報「市民のひろば」

新

前
代
時

夜
特集

新時代前夜ー平成revisitedー
平成31年度 施政方針

TopicsTopics

第26回 羽地ダム鯉のぼり祭り
衆議院沖縄県3区選出議員補欠選挙

EventEvent「名護市役所公式
フェイスブックをはじめました」

いいね！
よろしくお願いします。
fb.me/okinawa.nago.official



　表紙と紙面の一部をリニューアルしました。

　表紙写真は夕暮れ時の名護湾です。

　巻頭特集の「新時代前夜 －平成revisited－」で

は、タイトルをイメージした夕暮れ時から朝日が

昇る時間帯の各地の風景を背景として使用して

います。それぞれの地域が持つ名護市の美しい風景

と一緒に平成の時代を思い返してみてはいかがで

しょうか。

今月の内容
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今 月 の 表 紙・・・

新時代前夜

53 -1281☎問 わかめ会事務局

□ サヤインゲン

□ 生姜

□ 花かつお

□ 水

□ しょうゆ

□ みりん

□ 黒糖

300g

30g

20g

100cc

大さじ2

大さじ1

50g

材料（４人分） 1. サヤインゲンは、5cmの長さに切り
2分茹でる。生姜は千切りに。

2. フライパンにサヤインゲンと水を
入れひと煮立ちさせる。

3. 煮たったらみりん、黒糖、しょうゆ、
生姜を入れ水分がなくなるまで
炒り煮する。

4. 水分が飛んだら花かつおを入れ
仕上げる。

作り方

サヤインゲンは
カロテン、葉酸、
蛋白質が含まれ
野菜と豆の
いいとこ取りの
優良野菜。

サヤインゲンの佃煮
～もっと島野菜を食べよう～

目次
名護市の人口および世帯数
わかめ会の健康レシピ／ サヤインゲンの佃煮

名護の顔／ デイゴラグビースクール代表 銘苅 信吾さん
各種相談業務

よってたかってゆんたく3
～これからの名護市のまちづくりを話し合おう～

特集 新時代前夜ー平成revisitedー

平成31年度 施政方針

市政フラッシュ＋

まちの話題

月刊ナグリ
キラリ輝く中小企業・小規模企業

市史だより

あけみおのまち名護

第26回 羽地ダム鯉のぼり祭り
衆議院沖縄県第３区選出議員補欠選挙

情報ぼっくす
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2019 全国高校総体
名 護 市
開催競技

自転車競技（ロード） 2019.8/2
空手道競技 2019.8/8～8/11



ス
ク
ー
ル
〞の
代
表
と
し
て
、

沖
縄
と
埼
玉
を
行
き
来
す
る

日
々
だ
。

　
「
選
手
に
は
技
術
面
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、精
神
的
な
面
も
磨

い
て
ほ
し
い
。ラ
グ
ビ
ー
は
心
・

技
・
体
が
充
実
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。選
手
の
個
性
を
見
極

め
る
の
が
指
導
者
の
役
目
」。

　
「
デ
イ
ゴ
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー

ル
の
目
標
は
、今
指
導
し
て
い
る

小
中
学
生
が
地
元
の
高
校
に

進
学
し
、ラ
グ
ビ
ー
全
国
制
覇

を
成
し
遂
げ
る
こ
と
。そ
の
目

標
を
達
成
し
て
ほ
し
い
。た
だ
、

そ
こ
が
最
終
目
標
で
は
な
く
ラ

グ
ビ
ー
と
い
う
競
技
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
生
か

し
て
ほ
し
い
」。

　

大
き
な
目
標
を
胸
に
ラ
グ

ビ
ー
の
指
導
に
励
む
銘
苅
さ
ん

の
デ
イ
ゴ
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

を
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

　
「
練
習
の
中
で
自
分
に
と
っ
て

何
が
課
題
な
の
か
。解
決
す
る

に
は
何
を
や
れ
ば
い
い
か
。自
ら

が
考
え
解
決
す
る
能
力
を
選
手

に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」と
株
式

会
社
デ
イ
ゴ
代
表
取
締
役
の

銘
苅
信
吾
さ
ん
は
話
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
で
ど
ん
な

競
技
で
も
人
一
倍
飲
み
込
み
が

早
か
っ
た
」。中
学
3
年
の
頃
、

学
校
の
先
生
か
ら
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
勧
め
ら
れ
た

の
が
き
っ
か
け
で
ラ
グ
ビ
ー
選

手
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。　

　
「
練
習
や
、試
合
を
重
ね
る

た
び
に
い
つ
の
間
に
か
ラ
グ
ビ
ー

が
好
き
に
な
っ
て
い
た
。自
分

が
無
心
に
な
っ
て
打
ち
こ
め
る

そ
れ
が
ラ
グ
ビ
ー
だ
っ
た
」と

振
り
返
っ
た
。

　

銘
苅
さ
ん
は
名
護
高
校
・

国
際
武
道
大
学
と
進
学
先
で
も

ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
、大
学
卒
業

後
は
早
稲
田
大
学
の
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
に
就
任
。コ
ー
チ
の
経

験
を
積
み
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
知
識

を
さ
ら
に
深
め
た
。現
在
は
、埼

玉
県
の
7
人
制
女
子
ラ
グ
ビ
ー

チ
ー
ム〝
ア
ル
カ
ス
ク
イ
ー
ン

熊
谷
〞の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
と
自
身

が
運
営
す
る〝
デ
イ
ゴ
ラ
グ
ビ
ー

各
種
相
談
業
務（
祝
日
を
除
く
）

こころの健康相談
月曜～金曜 9:00～16:00（福祉職相談員）
第3水曜 午後（臨床心理士、要予約）
社会福祉課 ☎53-1212 内線111

10

児童相談・女性相談・児童虐待相談
月曜～金曜 9:00～17:00
家庭児童相談室 ☎53‐6517

11

生活困窮者自立相談支援
月曜～金曜 9:00～16:00 名護市役所 生活支援課
「くらしと仕事の応援センターさぽんちゅ」 
☎53-1212 内線244

12

                                           
14:00～16:00 名護市産業支援センター 3Ｆ
「地域若者サポートステーションなご」
☎54-8600

就職出張相談室（無料）第1金曜13

名護市エコステ3R「なごころ」関連講座
毎週水曜・土曜 なごころ 要予約 ☎43-0254
14

沖縄県断酒協議会・断酒連合会
毎週火曜・水曜・木曜
北部福祉保健所 ☎52-2734

15

もの忘れ相談
毎月第2水曜 10:00~16:00
名護市地域包括支援センター ☎43-0022

16

沖縄県よろず支援拠点経営相談窓口
毎週水曜日 9:00～17:00（4月3日を除く） 
名護市産業支援センター ３階
☎098-851-8460

17

小児救急電話相談
☎♯8000　ご利用いただけない場合は
☎098-888-5230

18市民ほっと健康相談
毎週月曜 9:30～11:30
名護市役所健康増進課・健康相談室

9

無料消費生活相談室
毎週月曜・火曜・木曜10:00～16:00
名護市産業支援センター 3Ｆ
☎53-7518（相談日のみ）

5

 
第2・4木曜13:00～16:00
名護市役所守衛室

行政書士無料相談6

市税・国保税納税相談
【夜間】毎週木曜 17:30～20:00
（4月4日、５月2日を除く）
納税係・保険税係

7

                      月曜～金曜
9:00～17:00 中央公民館
教育相談8

名護の顔 No.132

N A G O  n o  K A O

▲インタビューに答える銘苅さん

子どもたちへ指導を行う様子▶

デイゴ
ラグビースクールの
情報はこちらから▼

我部祖河出身。
名護高校時代、ラグビーの全国大会(花園)に3年連続出場
女子7人制ラグビーチーム
ARUKAS QUEEN KUMAGAYA(埼玉)のヘッドコーチ
デイゴラグビースクール代表

ＰＲＯＦＩＬＥ

ラグビーが色んな縁を作ってくれた
デイゴラグビースクール代表 銘苅 信吾さん

め  かる しん　ご

第2・4火曜 13:00～16:00
中央公民館・第4研修室
要予約（相談日の8日前より受付）
☎53-5445

無料法律相談1

偶数月 第3木曜 10:00～15:00
名護市役所守衛室

交通事故相談4

不動産無料相談                         
13:00～ 名護市役所守衛室
沖縄県宅地建物取引業協会
要予約 ☎098-861- 3402

2 第2・4火曜

                             
14:00～ 名護市役所守衛室
不動産保証協会沖縄県本部 
要予約 ☎098-867-6644

不動産無料相談3 第3水曜
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　これまでの取り組み、今後の予定や最新情報は
よってたかってゆんたくFacebookページにて
配信中。

これからの名護市のまちづくりを話し合おう

各地区でのよってたかってゆんたく開催の様子

山崎 亮　studio-L 代表／コミュニティデザイナー

参加
待ってるよ！4月

名護市民会館 中ホール

各地区で話し合ってきた「地域の未来」について発表意見交換
山崎 亮講演：「わたしたちの未来と計画づくり」

日 18：30-21：0023

お申し込み・お問い合わせ
名護市企画情報課 企画調整係
TEL：53-1212(内線239）
FAX：53-6210
E-mail:kikakujouhou@city.nago.lg.jp
事前申込期限：4月16日（火）（当日受付可）
※託児もご用意していますので事前申し込み時にお伝えください。

プログラム

会　場

日　時

　今後10年間のまちの指針となる総合計画づくりを、名護市で暮らすたくさんの方に参加していただき進めています。
　第5次名護市総合計画策定プロジェクト「よってたかってゆんたく」では、11月に市内の各地区で第1回地区別ワーク
ショップ、２月にカフェイベントと第２回地区別ワークショップを実施し、多くの市民の方々と、地域の未来の姿やそれを実現
するための取り組みの方向性について話し合ってきました。
　今回、各地区で話し合ってきた「地域の未来」を発表し、より良くしていくために皆さんと考えていきます。
　多くのみなさまのご参加をお待ちしています。

1973年愛知県生まれ。大阪府立大学大学院および東京大学大学院修了。博士
（工学）。建築・ランドスケープ設計事務所を経て、2005年にstudio-Lを設立。
地域の課題を地域に住む人たちが解決するためのコミュニティデザインに携わ
る。まちづくりのワークショップ、住民参加型の総合計画づくり、市民参加型の
パークマネジメントなどに関するプロジェクトが多い。

ワークショップの様子 ワークショップの様子 カフェイベントの様子

火

右のQRコードから
アクセスできます！▶

Facebookで
「よってたかってゆんたく」で
検索！

3
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ツール・ド・おきなわ

IT 平成
郵政民営化

税
費
消

ド
ン
ウ
バ
ン
イ

ド
ウ
ラ
ク

震災

県民投票
モータリゼーション

名桜大学開学

特集

新時代前夜
　「前夜」という言葉には、さまざまな期待や予感が含まれているように感じます。

、りあで月の後最成平にさまは月4のこ。すまりわ変が」号元「、日1月5年9102　
新時代の「前夜」となる月です。名護市民にとって「平成」はどのような時代だった
のでしょうか。来年市制50年を迎える名護市。本特集でその歴史の一部を振り
返っていきます。

― 平成revisited ―

背景写真 名護市街地の夜景市民のひろば 2019 . 45
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― 平成revisited ―
市民のひろば見出しで振り返る

新時代前夜 ― 平成revisited ―

名護市商工会会長
沖縄県商工会連合会副会長
あけみお司法書士事務所
大宜味村出身

金城 哲成氏　

年
市民のひろば見出し

※一部内容を分かりやすくするためタイトルではなく、
　本文を掲載しているものもあります。

国内・外
の出来事

平成元年
（1989年）

21世紀の森ゲートボール場が
完成（6月号）
ツール・ド・おきなわ‘89
感動を残し終了（1月号）

  3月

11月
 

ベルリンの壁崩壊
消費税３％スタート

平成2年
（1990年）

友好の絆さらに深く
ハーリー船ヒロ市へ贈る（1月号）
新しい校風はわたしたちの手で
新設大宮中学校開校を祝う
（5月号）
やんばる文化の向上を図ろう
名護市文化協会設立（７月号）
21世紀の森体育館オープン
（9月号）
市制20周年記念事業
あけみおのまち20歳の記念日
（9月号）
滝川市名護市
友好親善都市を結ぶ（8月号）
海外の名護出身者の方々
故郷名護市に集う
第1回世界のウチナーンチュ大会
（10月号）

  1月

4月4日

5月28日

7月29日

8月1日

8月

 

大学入試センター試験
第1回試験
長崎雲仙普賢岳
約200年ぶりに噴火
スーパーファミコン
発売

全国植樹祭は名護市北明治山で
北部地区住民大会に
1600人余りが参加（3月号）
1500人余りが参加
春の青少年育成市民運動
網の目行進市民大会（5月号）

  1月22日

4月21日

平成3年
（1991年）

湾岸戦争

やんばる物産センター
オープン（2月号）
夢発進
名桜大学開学（5月号）

1月12日

４月１５日

平成6年
（1994年）

優秀な看護技能と豊かな人間性を
北部医師会立北部看護学校
開校（4月号）
名護市民憲章制定
20周年を祝う（11月号）

４月12日

10月

平成5年
（1993年）

糸満市で全国植樹祭
天皇来沖
Jリーグ開幕
北海道西南沖地震

戦争、津波を乗り越え一世紀
真喜屋小学校創立百周年を祝う
（11月号）
区民の力で茅葺き校舎
源河小学校創立50周年
（12月号）

10月1日

　
11月5日

平成7年
（1995年）

戦後50年事業として
平和の礎除幕
世界貿易期間
（WTO）発足
阪神淡路大震災発生
地下鉄サリン事件

大西トンネル開通（5月号）4月平成8年
（1996年）

全国初の県民投票
アトランタ五輪

大阪府枚方市を友好都市に
（7月号）
ひんぷんガジュマルが
国の天然記念物に（10月号）
名護市における米軍の
ヘリポート基地建設の
是非を問う市民投票に
参加しよう（12月号）

7月

9月2日

12月

平成9年
（1997年）

サッカー日本代表初の
ワールドカップ出場

消費税５％に
香港が英国から
中国に返還
神戸連続児童
殺傷事件

ロンドリーナ市姉妹都市締結
ブラジルアルゼンチン移民
90周年記念市民訪問団行程
（9月号）
GOGO名護人口55000人達成
（9月号）
花のある街づくり
花の里づくりの会
設立総会（11月号）

8月

10月

平成10年
（1998年）

郵便番号が7桁に
長野冬季五輪

北部広域市町村圏
事務組合を設立（12月号）

11月平成4年
（1992年）

バルセロナ五輪
復帰20年事業として
首里城復元
第２土曜日休校

　「平成」という時代がどのような時代かは一人ひとり違います。
今回の特集では皆さんに平成への思いを語っていただきました。

「平成」って
どんな時代？

市民
インタビュー

背景写真 名護から宇茂佐にかけての海岸
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モ
ー
ド
で
し
た
。翌
年
崩
御
さ
れ
、小
渕
官
房

長
官
が「
平
成
」を
掲
げ
た
の
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見

ま
し
た
。平
成
に
変
わ
る
と
き
に
立
ち
会
っ
た

瞬
間
で
し
た
。

　
振
り
返
る
と
平
成
の
時
代
は
、自
然
災
害
が

多
く
、経
済
的
に
も
大
変
動
で
し
た
。ま
た
昔

で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
犯
罪
が
多
発
し

ま
し
た
。

平成クイズ平成クイズ
大
変
動
の
時
代（
金
城
氏
の
お
話
）

　
中
学
卒
業
と
と
も
に
上
京
し
、働
き
な
が
ら

学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年

で
、ど
こ
も
田
舎
だ
っ
た
。地
下
鉄
や
道
路
が

で
き
、ビ
ル
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。東
京
の
街

が
変
わ
る
の
を
間
近
で
見
ま
し
た
。

　

昭
和
50（
1
9
7
5
）年
に
名
護
市
で
司
法

書
士
事
務
所
を
開
業
し
て
以
降
、名
護
の
町
並

み
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。当
時
は
そ
れ
ぞ

れ
の
通
り
に
店
が
並
び
、ど
の
地
域
に
も
ま
ち

や
ぐ
ゎ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、大
規
模

な
店
舗
が
で
き
て
単
品
商
売
が
難
し
く
な
り
、

小
さ
い
お
店
は
淘
汰
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

店
舗
が
少
な
く
な
っ
た
一
因
に
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。移
動
手
段
が
自
動

車
に
な
り
、中
心
市
街
地
で
は
な
く
、郊
外
の

駐
車
場
の
あ
る
お
店
を
利
用
す
る
人
が
増
え

ま
し
た
。ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
に
、店
舗
は

密
集
せ
ず
に
色
々
な
場
所
に
点
在
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
に
な
る
前
年
、昭
和
63（
1
9
8
8
）年

に
名
護
市
青
年
会
議
所
の
理
事
長
を
務
め
、同

年
商
工
会
の
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

昭
和
天
皇
の
容
態
が
悪
く
、世
の
中
は
自
粛

住
み
心
地
の
良
い
名
護
に

ほ
う
ぎ
ょ

と
う 

た

　

新
し
い
元
号
で
は
、さ
っ
そ
く
名
護
市
制
50

周
年
が
あ
り
、新
球
場
の
完
成
も
あ
り
ま
す
。

少
し
ず
つ
明
る
い
話
題
も
増
え
て
い
ま
す
。

住
ん
で
い
る
人
が
快
適
で
住
み
心
地
の
良
い

名
護
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

今
、商
工
会
は
、特
産
品
開
発
な
ど
モ
ノ

づ
く
り
の
機
運
を
高
め
、住
ん
で
い
る
人
が

も
っ
と
地
元
に
目
を
向
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。市
民
が
地
元
産
品
を
知

り
、名
護
に
は
こ
ん
な
に
良
い
も
の
が
あ
る
ん

だ
と
認
識
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
そ
し
て
名
護
を
愛
し
、誇
り
に
思
え
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。物
だ
け
で
な
く
心
も

豊
か
に
な
る
時
代
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
で
す
。

女
性
が
活
躍
す
る
社
会
に
つ
い
て

　

平
成
の
初
め
ご
ろ
、東
京
の
友
人
は「
結
婚

し
た
ら
退
職
す
る
の
が
当
然
」と
い
う
人
が

多
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、沖
縄
に
戻
っ
て
か
ら
は
、女
性
が

結
婚
・
出
産
の
後
も
働
き
続
け
る
事
が
何
も

特
別
な
事
で
は
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。女
性
管
理
職
や
女
性
議
員
も
増
え
て

き
た
の
が
平
成
の
特
徴
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、女
性
の
活
躍
と
い
う

視
点
だ
け
で
は
な
く
、性
別
、年
齢
、国
籍
、障

が
い
、L
G
B
T
な
ど
に
関
係
な
く
、社
会
を

形
成
し
て
い
く
大
事
な
一
員
と
い
う
意
識
を

持
ち
、ど
う
行
動
し
て
い
く
か
が
大
事
に
な
る

と
思
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
元
気

に
、心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
名
護
市
で
あ
る

事
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

宿泊施設収容人数合計値（表）

　

四
つ
の
視
点
か
ら
名
護
市
の
平
成
時
代
を

振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。一
つ
は
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
。平
成
12（
2
0
0
0
）年
の
サ
ミ
ッ
ト

を
機
に
名
護
市
を
取
り
巻
く
観
光
産
業
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。北
部
の
小
さ
な
ま
ち

で
世
界
の
主
要
会
議
が
開
か
れ
、世
界
各
国

の
お
客
さ
ま
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
観
光

従
事
者
の
誇
り
と
成
長
に
つ
な
が
り
、国
際
的

な
M
I
C
E
開
催
地
の
可
能
性
を
国
内
外
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。当
時
、

市
内
に
は
ワ
ク
ワ
ク
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
大
型
ホ
テ
ル
の
数
が
増
え
た
こ
と

で
す
。市
内
の
宿
泊
施
設
の
収
容
可
能
人
数
は

平
成
15（
2
0
0
3
）年
に
は
3
8
8
0
人

だ
っ
た
も
の
が
、平
成
29（
2
0
1
7
）年
に
は

7
3
9
0
人
ま
で
伸
び
て
い
ま
す（
表
参
照
）。

そ
の
後
も
増
え
続
け
て
お
り
、名
護
市
は
受
け

入
れ
や
伸
び
し
ろ
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
も
っ

と
滞
在
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
三
つ
目
は
I
T
化
で
す
。平
成
元
年
は
私
に

と
っ
て
社
会
人
1
年
目
の
年
で
し
た
。東
京
の

ホ
テ
ル
に
就
職
し
、消
費
税
導
入
に
よ
り
1
円

玉
を
使
う
頻
度
が
増
え
、自
動
車
電
話
や
大
き

な
箱
の
携
帯
電
話
が
出
て
き
た
の
も
そ
の
頃

で
し
た（
笑
）。

　

ホ
テ
ル
フ
ロ
ン
ト
業
務
は
オ
フ
ィ
ス
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
、予
約
の
や
り
取
り
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
や
テ
レ
ッ
ク
ス
が
主
で
し
た
。そ
れ
が

あ
っ
と
い
う
間
に
パ
ソ
コ
ン
に
代
わ
り
、予
約

も
情
報
発
信
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
迅
速
に

行
わ
れ
ま
す
。仕
事
の
仕
方
も
お
客
さ
ま
の

行
動
も
変
わ
り
、変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
年
々
増

し
て
い
ま
す
。

　

最
後
は
、「
桜
と
ユ
リ
」で
す
。平
成
は
多
く

の
も
の
を
得
、失
っ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し

た
。ひ
と
昔
前
は
ナ
ン
グ
ス
ク
の
階
段
沿
い
は

遠
く
か
ら
み
て
も
ピ
ン
ク
に
染
ま
っ
て
い
ま

し
た
。今
で
は
、老
化
と
台
風
の
影
響
な
ど
で

桜
が
咲
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。市
民
が
桜
の

た
め
に
動
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、名
護
七
曲
り
に
満
開
に
咲
い
た
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
も
今
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。市
の
花
を

市
民
で
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。各
家
庭
で

ユ
リ
の
球
根
を
植
え
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、や
ん
ば
る
の
世
界
遺
産
登
録
に

よ
っ
て
、名
護
を
発
着
点
に
北
部
各
地
を
訪
れ

る
人
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。交
通

の
面
や
多
言
語
対
応
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、北
部
活
性
化
の
た
め
に
名
護
は
役
目
と
使

命
が
あ
り
ま
す
。観
光
協
会
と
し
て
も
、観
光

の
窓
口
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、魅
力

を
発
信
し
た
い
で
す
。

公益財団法人
名護市観光協会理事長
OCVB理事
前田産業ホテルズ
代表取締役社長
屋部出身

前田 裕子氏　

参照：沖縄県ホームページ 宿泊施設に関する統計データより
https://www.pref.okinawa.jp/site/bunka-sports/
kankoseisaku/15853.html

名護市

平成15年

3,880

55,021

6,670

107,190

6,903

111,982

7,390

121,403

平成27年 平成28年 平成29年

沖縄県

平成元年にハーリー船を
名護市から贈ったのはどこ？

①北海道滝川市
②群馬県館林市
③米国ハワイ州ヒロ

Q1

平成12年、友好姉妹都市
子どもサミットin名護は
どこで行われた？

①万国津梁館
②名桜大学
③マルチメディア館

Q2

小中一貫教育校がない
地域はどこ？
①久志地域
②屋我地地域
③羽地地域

Q3

名護市

※答えは13ページに掲載します
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コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代

　

平
成
12（
2
0
0
0
）年
名
護
市
で
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
た
夏
、私
は
人
生
を
変
え
る
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。当
時
、私
は
中
学
校

3
年
生
で
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、音
楽
一
筋
で

将
来
は
音
楽
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。そ
れ
が
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
、異
文
化
理
解

や
語
学
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
者
は
、ブ
ラ
ジ
ル
、

ハ
ワ
イ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
や
友
好
都
市
の
小
中
学

生
で
、会
議
を
す
る
だ
け
で
な
く
名
護
市
青

少
年
の
家
に
宿
泊
し
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

言
葉
の
壁
を
越
え
、心
と
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、友
情
を
育
み
ま
し
た
。ハ
ワ

イ
の
子
と
は
そ
の
後
も
文
通
が
続
き
ま
し
た
。

　
名
桜
大
学
で
行
わ
れ
た
会
議
で
は
、み
ん
な

で
真
剣
に
環
境
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。「
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
」。自
分
の
考
え
を
堂
々
と
話
す
海
外
の
子

た
ち
に
感
心
し
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

友好・姉妹都市子どもサミットで
宣言文を読み上げた。

屋部小学校、大北小学校の
英語専門のフロンティアティーチャー

宮里出身

岸本 瑞恵氏

ま
す
。社
会
を
動
か
す
た
め
に
は
大
人
を
ど
う

巻
き
込
み
、ど
の
よ
う
に
声
を
あ
げ
る
か
話
し

合
い
、思
い
を
宣
言
文
に
ま
と
め
ま
し
た
。今
、

あ
の
時
宣
言
し
た
社
会
に
な
れ
た
か
と
言
え

ば
難
し
い
。環
境
問
題
は
解
決
し
て
い
な
い

け
れ
ど
、社
会
の
努
力
も
感
じ
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
に
カ
ナ
ダ
に
渡
り
、現
在
は
小

学
校
で
英
語
を
教
え
、ま
た
幸
い
大
好
き
な
音

楽
に
も
少
し
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
に
と
っ
て
平
成
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

時
代
」で
す
。あ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
の
体
験
か
ら
人

生
が
一
変
し
た
か
ら
で
す
。

　

学
校
で
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
て

将
来
の
夢
を
語
り
ま
す
。新
し
い
時
代
は
子
ど

も
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
に
一
生
懸
命
取
り

組
め
る
社
会
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。そ

し
て
海
外
の
人
と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
体
験

し
、新
時
代
を
担
う
グ
ッ
ド
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

①
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
や
め
、分
別
を
行
い
、

　
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
ま
す
。

②
も
の
を
大
切
に
使
い
、省
エ
ネ
に
努
め
ま
す
。

③
地
球
に
や
さ
し
い
製
品
を
使
い
ま
す
。

④
地
球
に
多
く
の
も
の
を
与
え
て
く
れ
る
海

　
や
森
林
を
大
切
に
し
ま
す
。

⑤
自
然
を
守
り
育
む
、環
境
保
護
活
動
の
輪
を

　
世
界
へ
広
げ
ま
す
。

大
人
に
望
む
こ
と

①
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

　

シ
ス
テ
ム
を
創
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

②
地
球
に
や
さ
し
い
製

　

品
を
作
っ
て
く
だ

　

さ
い
。

　
2
0
0
0
年
6
月
22
日
、友
好
・
姉
妹
都
市

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
さ
れ
た
宣
言
文
。

平成11年
（1999年）

館名は名護市立中央図書館
（3月号）
名護市地域振興券一斉交付
（3月号）
完成 名護市マルチメディア館
（5月号）

  3月20日

4月
 

沖縄尚学高校が
選抜野球大会で
初の甲子園優勝
ノストラダムスの
予言が話題に

平成12年
（2000年）

サミット最前線
我らサミット応援団特大号
九州、繁栄・安寧・安定
21世紀に向けて名護から
世界へ九州沖縄サミット閉幕
（7月号、8月号）
30回目のバースデー
名護市市制30周年記念式典
（9月号）

  7月21日
〜　 
23日

8月1日
 

シドニー五輪
守礼門図案の
2千円札発行
琉球王国の
グスク及び
関連遺産群が
世界遺産に登録

平成13年
（2001年）

心のかぎり看護する
国立療養所沖縄愛楽園附属
准看護学校で最後の卒業式
（4月号）

 3月2日 9.11
米国同時多発テロ

平成14年
（2002年）

ゴーヤーの里中山区の挑戦
（7月号）
国立沖縄工業高等専門学校
開学記念シンポジウム祝賀会
（11月号）

5月2日

10月1日

ハンセン病訴訟
原告団勝訴
名護市
「金融特区」に指定
アジア初
ワールドカップ
日韓共催

平成15年
（2003年）

島人の宝を探せ太平洋
島サミット（6月号）
祝！！名護市食肉センター
落成式および祝賀会（7月号）
未完の画家宮城与徳とその時代
生誕100周年記念
講演フォーラム（1月号）

5月16日
17日

6月21日

12月

沖縄で
モノレール開通
イラク戦争

平成16年
（2004年）

旧羽地支所45年の歴史に幕、
新羽地地区センターが完成
（6月号）
北部生涯学習推進センター
完成（1月号）

4月26日

10月

アテネ五輪
沖縄国際大学に
ヘリ墜落
台風が過去最多15接近
新潟県中越地震
インドスマトラ島沖地震

平成17年
（2005年）

貴重な木造建築を守ろう！
津嘉山酒屋保存の会 発足
（3月号）
第1回勝山・シークヮーサー
花香り祭り（5月号）
新生ネオパーク・オキナワ
「名護自然動植物公園」
リニューアルオープン式典・
祝賀会（12月号）

1月29日

3月26日

12月

愛知万博開催

平成18年
（2006年）

プロ野球日本シリーズ第5戦で
日本ハムが中日を下し日本一
（11月号）

10月 日本郵政株式会社
設立
第1回 ワールド
ベースボールクラシック
日本優勝

平成19年
（2007年）

名護市・岩手県八幡平市
友好都市締結式
(松尾村の市町村合併に伴う)
（3月号）
北海道日本ハムファイターズ
優勝パレード 沿道に
1万5千人が熱狂（3月号）
北部地域の産業拠点
名護市産業支援センターが
落成（11月号）
名護市の人口が6万人を突破
（12月号）

1月28日

2月3日

9月27日

11月8日

米国でiPhone販売

平成20年
（2008年）

日本ハム名護キャンプ
30周年（3月号）
沖縄高専九州ロボコン
初優勝（11月号）

2月1日

11月

沖縄尚学春の
甲子園で優勝
リーマンブラザーズ
経営破綻
北京五輪

新時代前夜 ― 平成revisited ―

市民のひろば平成12（2000）年8月号
岸本さんが当時の名護市長へ伝達した

― 平成revisited ―
市民のひろば見出しで振り返る

背景写真 真喜屋から望む羽地内海の夕暮れ

年
市民のひろば見出し

※一部内容を分かりやすくするためタイトルではなく、
　本文を掲載しているものもあります。

国内・外
の出来事
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夢
を
か
な
え
る
た
め
の
土
台
を
つ
く
っ
た
時
代

　
平
成
6（
1
9
9
4
）年
、開
学
当
初
の
名
桜

大
学
は
、年
齢
差
は
あ
り
ま
し
た
が
、先
輩
も

後
輩
も
い
な
い
状
況
で
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。生
徒
も
先
生

も
開
学
当
初
は
緊
張
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
が
専
攻
し
た
観
光
産
業
学
科
は
サ
ー
ビ

ス
業
の
情
報
を
豊
富
に
も
っ
た
先
生
が
い
た

事
と
、現
場
実
習
が
あ
る
こ
と
で
早
い
時
期
に

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
は
第
1
期
入
学
で
す
が
、2
年
間
休
学
し

て
い
る
の
で
卒
業
は
遅
れ
て
い
ま
す
。休
学
中

は
留
学
費
用
を
稼
ぐ
た
め
に
季
節
労
働
に
参

加
し
、そ
の
後
ア
メ
リ
カ
シ
ア
ト
ル
に
語
学
留

学
し
ま
し
た
。そ
の
頃
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
や
接

客
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と
強
く
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
留
学
を
経
て
名
桜
大
学
に
戻
り
、卒
業
し
た

後
は
離
島
で
ホ
テ
ル
マ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

レ
ス
ト
ラ
ン
業
務
に
10
年
間
従
事
し
、そ
の
後

休
職
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
ド
ウ
畑
で

働
き
ま
し
た
。毎
日
朝
早
く
か
ら
作
業
に
あ
た

り
、週
末
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
通
い
ま
し
た
。

　

帰
国
後
も
ホ
テ
ル
で
数
年
働
き
、平
成
27

（
2
0
1
5
）年
に
名
護
に
ワ
イ
ン
専
門
店
を

開
業
し
ま
し
た
。

　

平
成
は
私
に
と
っ
て
、学
生
半
分
、社
会
人

半
分
。人
生
の
勉
強
を
し
た
時
期
で
も
あ
り
、

夢
を
か
な
え
る
土
台
を
つ
く
っ
た
時
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。名
桜
大
学
で
学
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。ま
た
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
ソ
ム
リ
エ

の
田
崎
真
也
さ
ん
が
、各
国
の
ワ
イ
ン
を
ブ
レ

ン
ド
し
て
提
供
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
、

ソ
ム
リ
エ
に
な
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
で
も
あ

り
ま
し
た
。

防
災
意
識
が
変
わ
っ
た
時
代

　

私
は
区
長
に
な
る
前
は
郵
便
局
に
勤
め
て

い
た
の
で
、昭
和
か
ら
平
成
に
元
号
が
変
わ
っ

た
時
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。元
号
が
変
わ
る

前
日
か
ら
24
時
間
体
制
で
日
付
印
の
変
更
作

業
を
し
た
か
ら
で
す
。当
時
、新
元
号
が
含
ま

れ
る
日
付
印
は
郵
政
省
か
ら
厳
重
に
管
理

さ
れ
て
届
け
ら
れ
、局
長
が
金
庫
に
保
管
し
て

い
た
の
で
誰
も
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

新
し
い
時
代
の
名
護
は
、ど
ん
ど
ん
ス
ポ
ッ

ト
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。海
外

か
ら
も
観
光
客
が
ど
ん
ど
ん
訪
れ
て
い
ま
す
。

皆
が
交
流
で
き
、異
文
化
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
名
護
市
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
で
す
。

名桜大学第1期入学生
日本ソムリエ協会認定シニアソムリエ
とうまワイン店店主
北谷町出身

當間 裕樹氏

瀬嵩区長
名護市区長会長　瀬嵩出身

兼濱 富男氏　

　

平
成
13（
2
0
0
1
）年
の
郵
政
民
営
化
の

と
き
に
は
、私
は
東
村
の
郵
便
局
で
局
長
を

し
て
い
ま
し
た
。自
営
局
舎
は
民
営
化
後
に

公
社
に
売
却
し
ま
し
た
が
、大
き
な
変
化
の
時

で
し
た
。

　

個
人
的
に
振
り
返
る
と
平
成
は
、消
費
税

導
入
、政
治
の
汚
職
事
件
、リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク

な
ど
世
界
的
な
経
済
の
動
き
が
あ
っ
た
時
代

と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、沖
縄
県

で
は
米
軍
に
関
わ
る
事
故
や
事
件
が
あ
り
、

移
設
問
題
な
ど
で
は
市
民
投
票
や
二
度
の

県
民
投
票
が
あ
り
ま
し
た
。名
護
市
民
は
そ
の

時
々
で
悩
み
を
抱
え
た
時
代
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
中
で
も
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
平
成

23（
2
0
1
1
）年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震

災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
す
。

テ
レ
ビ
で
見
る
映
像
は
ま
る
で
映
画
み
た
い

で
し
た
。

　

ま
た
、平
成
24（
2
0
1
2
）年
の
台
風
の

と
き
に
高
潮
の
影
響
を
受
け
、集
落
が
水
浸
し

に
な
り
ま
し
た
。瀬
嵩
区
で
は
、若
い
区
民
が

高
齢
者
を
カ
ヌ
ー
に
乗
せ
て
公
民
館
ま
で
避

難
さ
せ
ま
し
た
。

　

瀬
嵩
区
で
は
平
成
29（
2
0
1
7
）年
1
月

26
日
に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち
上
げ
、訓
練

や
講
習
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。防
災
意
識

が
変
わ
っ
た
時
代
で
し
た
。

　

瀬
嵩
区
は
温
故
知
新
と
し
て
地
域
の
環
境

美
化
に
努
め
て
お
り
、文
化
財
な
ど
を
守
り
、

地
域
を
P
R
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。新
し

い
時
代
は
平
和
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

名桜大学開学の記事（市民のひろば 平成6年5月）

東日本大震災後の記事
（市民のひろば 平成23年4月号）
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談会
　名護市に住んでいる平成生まれに集まってもらい、皆さんのこれ
までの人生を振り返り、転機になった事や同年代だから共感できる
ことを話してもらいました。

平成生まれが語る
私たちが生きている時代

平成ってどんな時代かな？ 平成21年
（2009年）

名護市民会館が
総務大臣賞を受賞（2月号）
第50回記念
NAGOハーフマラソン（3月号）
思い出はみんなの胸に
嘉陽、三原、天仁屋小学校で閉校式
4月から久志小学校へ暫定統合
（4月号）
新生名護商工高校入学式（5月号）
群馬県館林市と友好都市締結
（6月号）

1月14日

2月

3月15日
22日

4月7日
25日

新型インフルエンザ
流行
ウサインボルト
男子100m走で
世界新記録

平成22年
（2010年）

高校生の夏の祭典
「美ら島沖縄総体2010」
自転車ロードレース、
剣道競技名護市で華やかに
開催（9月号）
市制40周年記念式典・
祝賀会（9月号）
名護と今帰仁を結ぶ
ワルミ大橋開通（2月号）

7月28日

8月1日

12月18日

興南高校が春・
夏の甲子園で連覇
組踊がユネスコ、
無形文化遺産に
登録
日本年金機構発足

平成24年
（2012年）

身近な情報をお届け
FMやんばる放送開始（3月号）
緑風学園開校記念式典（8月号）
名護市嘉陽層の褶曲が
国の天然記念物に指定（11月号）

1月22日

6月30日
9月19日

世界人口が
70億人突破
ロンドン五輪

平成25年
（2013年）

ありがとう源河小学校
68年の歴史に幕、
自転車指導レーン
一部区間開通（5月号）

3月 富士山が
ユネスコ
世界文化遺産登録

平成26年
（2014年）

名護市が経済金融活性化
特別地区に指定（8月号）
なごアグリパーク内覧会（7月号）
名護市公認キャラクター
名護親方誕生（10月号）

4月10日

6月
8月

消費税８％
北朝鮮が
日本側に複数の
ミサイル発射実験

平成27年
（2015年）

沖縄愛楽園交流会館開館式典
（5月号）
羽地地域直売加工施設
「羽地の駅」落成式（6月号）

3月26日

4月

ピース又吉直樹氏の
「火花」が芥川賞受賞
名護高等学校
フロンティア課設置

平成28年
（2016年）

屋我地ひるぎ学園開校（5月号）
屋我地支所 新庁舎落成（6月号）
北海道日本ハムファイターズ
10年ぶりの日本一（12月号）
世界のウチナーンチュの日
制定（12月号）
オスプレイ安部海岸に墜落
（1月号）

4月7日
29日

10月29日

30日

12月13日

天皇陛下退位の
意向を示す
熊本地震
リオデジャネイロ五輪
沖縄で39年ぶり
2回目の雪を観測

平成29年
（2017年）

やんばるの医療を守り育てよう
基幹病院整備総決起大会
北部12市町村（5月号）
サイクリストの聖地
今治市と自転車を通じた
まちづくり交流協定締結（6月号）
名護市商工会による
名護市特産品認証制度開始
（11月号）

3月24日

5月19日

10月

平成30年
（2018年）

がじゅバルパレード開催
（東京ディズニーリゾート
35周年スペシャルパレード）
（5月号）

3月24日

西日本豪雨

安室奈美恵さん
沖縄県民栄誉賞

FC琉球J3制覇

新時代前夜 ― 平成revisited ―

平成23年
（2011年）

わんさか大浦パーク
グランドオープン（4月号）
市民に愛される市場に
市営市場グランドオープン（7月号）
第1回名護市環境フェア
名護市エコステ３Rなごころが
グランドオープン（8月号）
名護の観光発展とともに50年
名護市観光協会設立50周年
記念式典（11月号）

3月5日

6月18日

7月

10月

東日本大震災

― 平成revisited ―
市民のひろば見出しで振り返る

年
市民のひろば見出し

※一部内容を分かりやすくするためタイトルではなく、
　本文を掲載しているものもあります。

国内・外
の出来事

背景写真 屋我地島から望む朝日

平成31年
（2019年）

一人ひとりの図書館
中央図書館20周年記念特集（2月号）

3月21日 2回目の県民投票
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平成元年7月生
沖縄銀行勤務
屋部小▷屋部中▷
名護高校▷茨城大学

たかひろ

司 会

石川 可南子さん
平成２年1月生
生活支援課 生活サポート係勤務
稲田小▷羽地中▷
名護高校▷沖縄国際大学

上間 新作さん

平成元年9月生
星のしずく保育園勤務
那覇市立高良小▷
小禄中▷興南高校▷
インターナショナルリゾート
カレッジ

新城 貴大さん
平成元年11月生
東江小学校勤務
羽地小▷羽地中▷
名護高校▷愛媛女子短期大学
▷名桜大学

玉城 理沙さん

平成元年9月生
北部医師会病院勤務
大北小▷名護中▷
名護高校▷名桜大学

比嘉 拓実さん
平成元年2月生
名護市役所 市民のひろば担当
屋部小▷屋部中
名護高校▷沖縄国際大学

儀部 真澄

参加者プロフィール（3月時点）

で
屋
酒
居。
職
就
は
機
転
の
私

を
ト
イ
バ

を
声
に
長
店
の
場
職
の
今、
き
と
た
い
て
し
石

は
前
の
そ、
て
い
て
し
を
士
育
保
は
私

ウ
アこ

そ

ででな
の
と
こ
だ
ん
住。
た
し
住
移
に
市
護
名、
き

か
お
の
妻。
る
い
が
も
ど
子
の
人
3
は
今。
た

。
た
え
増
が
達
友
に
護
名
で
げ

新

・
３
11縄

沖

考
て
い
つ
に
害
災
と」
う
よ
し
う
ど
ら
た

上

、
が
た人25

ね
兼
を
手
選
と
督
監
は
ら
か
歳

。
る
い
て

九
回
2
て
し
勝
優
で
会
大
県
て
め
初
年
去

し
れ
う
が
の
る
き
で
合
試
で
ル
ベ
レ
の
プ

比

に
で
ま
る
わ
終
が
成
平
は
私

る
な
に
員
教

う
い
と

格
合
に
験
試
用
採
も
私
も
夫、
し
婚
結
年
昨

玉

の
で
ま
れ
こ
の
て
し
と
人
会
社

。
い
さ
だ
く
て
え
教
を
ど
な
験
経

育
保、
て
し
動
感
に
び
た
る
え
増
が
と
こ

新

い
て
し
指
目
を
員
教
は
き
と
の
学
大
々
元

増
康
健
の
所
役
市
で
と
こ
う
い
と
る
れ
出

い
働
間
年
3
て
し
と
員
職
時
臨
の
課
進

、
後
の
そ。
た

転
へ
職
務
事
の
院
病
会
師
医

も
者
齢
高
の
り
知
見
顔。
る
い
て
し
診
健
て

。
る
あ
が
い
が
り
や、
え
増

比
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談会

ー
一
同
笑
い

３０
歳
は
も
っ
と
貯
金
が
あ
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
。

比

ー
自
分
が
考
え
て
い
た
３０
代
に

な
れ
て
い
ま
す
か
？

描
い
て
い
た
３０
代
は
い
ろ
ん
な
経
験
を
経
て

立
派
な
大
人
の
イ
メ
ー
ジ
。結
婚
し
て
子
ど

玉

ー
一
同
し
ば
し
談
笑

ー
少
し
話
を
変
え
ま
す
。

学
生
の
と
き
何
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
か
？

た
ま
ご
っ
ち
と
か
プ
リ
ク
ラ
も
流
行
っ
て
い
た
。

ゴ
ム
段
を
や
っ
て
い
る
女
子
が
た
く
さ
ん
い
た
。

石
ペ
ン
パ
ル
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
。他
校
の
友

人
と
の
文
通
で
部
活
の
試
合
の
時
に
手
渡
し

て
、次
会
う
時
に
返
事
も
ら
っ
て
。

石
自
分
が
小
さ
い
と
き
に
遊
ん
だ
遊
び
を
保
育

園
で
教
え
る
と
、み
ん
な
楽
し
ん
で
く
れ
る
。

ゲ
ー
ム
と
か
テ
レ
ビ
と
か
あ
る
け
ど
、時
代

が
変
わ
っ
て
も
今
も
昔
と
同
じ
遊
び
を
教
え

た
ら
楽
し
ん
で
く
れ
る
。

新
プ
リ
帳
も
作
っ
た
。

玉
ポ
ケ
モ
ン
世
代
か
な
？

上
ゲ
ー
ム
ボ
ー
イ
も
た
し
か
８９
年
生
ま
れ
だ
っ
た
。

比

教
員
を
目
指
し
て
い
た
が
、今
は
銀
行
に

勤
め
て
い
る
。銀
行
に
入
る
前
は
資
格
も

な
い
し
、心
配
だ
っ
た
。実
際
飛
び
こ
ん
で

み
た
ら
、融
資
や
預
金
な
ど
お
金
の
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。今
は
生
活
す
る

上
で
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い
こ
と
を

勉
強
で
き
て
い
る
。

石

市
役
所
の
社
会
福
祉
課
で
臨
時
職
員
を

し
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、名
護
市
学
習

支
援
教
室
ぴ
ゅ
あ
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、

支
援
員
を
2
年
半
し
た
。

　

今
は
生
活
支
援
課
に
い
て
、教
育
と
福

祉
の
中
間
の
よ
う
な
職
場
で
、た
く
さ
ん

の
方
々
と
関
わ
り
、多
様
な
視
点
を
持
つ

こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
、自
分
が
知
っ
て
い

る
こ
と
が
全
て
で
は
な
い
と
気
付
い
た
。

　

4
月
か
ら
は
会
社
員
と
し
て
営
業
を

し
て
い
く
。自
分
の
得
意
な
と
こ
ろ
や
不

得
意
な
と
こ
ろ
が
見
え
て
き
た
中
で
、自

分
の
強
み
を
生
か
し
て
が
ん
ば
り
た
い
。

上

小
学
校
、中
学
校
の
先
生
が
す
ご
く
良
く
て

自
然
に
学
校
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

大
学
卒
業
後
に
金
武
の
中
学
校
で
働
い
た
。

現
場
は
と
て
も
大
変
だ
け
ど
や
め
た
い
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。２
年
前
、ま
わ
り
に「
一
年

で
試
験
に
受
か
る
」と
宣
言
し
て
職
場
を
離

れ
て
勉
強
し
た
。合
格
し
た
今
は
東
江
小
で

教
え
な
が
ら
、教
員
採
用
一
年
目
の
研
修
を

受
け
て
い
る
。大
変
だ
け
ど
、子
ど
も
た
ち
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
、時

間
の
使
い
方
を
学
び
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い

る
。子
ど
も
た
ち
も
先
生
に
ゆ
と
り
が
出
来

る
と「
で
き
た
」「
分
か
っ
た
」と
」い
う
声
が

増
え
て
き
た
。

玉

子どもとの関わりについて語る新城さん

司会の儀部さん

成長の時代と振り返る石川さん

も
も
い
て
。で
も
私
は
ま
だ
ま
だ
遅
い
ス

ピ
ー
ド
で
大
人
に
な
っ
て
い
る
。今
日
み
ん

な
の
話
を
聞
く
と
い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
自

信
に
つ
な
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。私
も

職
場
に
は
後
輩
も
い
る
の
で
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
。

市民のひろば 2019 . 4 12



「
生
き
や
す
い
時
代
」だ
っ
た
。今
の
子
ど

も
は「
こ
れ
は
だ
め
」と
か
で
き
な
い
こ
と

が
多
く
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。子

ど
も
だ
け
で
の
釣
り
は
だ
め
に
な
っ
た
し
。

上
学
校
で
は
、不
審
者
も
増
え
て
き
た
し
、お

家
で
過
ご
す
時
間
を
増
や
す
た
め
に
完
全
下

校
に
な
っ
て
い
る
。保
護
者
の
送
迎
が
普

通
に
な
っ
て
い
る
。

玉

ゆ
と
り
世
代
と
言
わ
れ
て
き
た
け
ど
、自
分

た
ち
は
そ
う
思
っ
て
い
な
い
。母
や
祖
母
の
話

を
聞
く
と
全
然
違
う
時
代
を
生
き
て
い
る
。

災
害
は
あ
っ
た
が
、戦
争
の
な
い
時
代
。み
ん

な
で
支
え
あ
お
う
と
い
う
動
き
が
増
え
た
と

思
う
。「
平
和
で
幸
せ
な
時
代
」だ
っ
た
。こ
の

戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
を
子
ど
も
た
ち
に

も
伝
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

玉

ー
自
分
が
歩
ん
で
き
た
平
成
の
時
代
っ
て

一
言
で
言
う
と
ど
ん
な
時
代
で
す
か
？

　
「
自
分
自
身
を
振
り
返
る
い
い
機
会
だ
っ

た
」「
同
じ
世
代
の
人
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か

を
聞
け
て
良
か
っ
た
」と
参
加
し
た
皆
さ
ん
が

口
を
そ
ろ
え
て
話
し
て
い
ま
し
た
。平
成
が
ど

ん
な
時
代
だ
っ
た
か
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
感
じ

ま
し
た
。皆
さ
ん
も
平
成
を
振
り
返
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

登
下
校
も
一
人
で
は
だ
め
に
な
っ
て
い
る
。

新
一
言
で
言
う
と「
全
部
タ
イ
ミ
ン
グ
の
時
代
」

仕
事
も
結
婚
も
子
ど
も
も
タ
イ
ミ
ン
グ
。

３・
１１
の
時
に
は
ち
ょ
う
ど
東
京
で
、住
む
場

所
を
探
す
た
め
滞
在
し
て
い
た
時
に
被
災
し

た
。福
島
に
住
ん
で
い
る
祖
母
の
家
が
半
壊

新
放
課
後
に
学
校
で
遊
ぶ
の
も
だ
め
に
な
っ
て

い
る
。

石

平
成
が
終
わ
る
の
か
、と
改
め
て
考
え
た
。

時
代
の
移
り
変
わ
り
を
経
験
で
き
る
の
は

う
れ
し
い
。ど
う
い
う
時
代
と
聞
か
れ
て
も

そ
の
人
し
か
わ
か
ら
な
い
部
分
が
あ
る
。こ

れ
か
ら
時
代
が
変
わ
っ
て
も
平
成
で
良
か
っ

た
こ
と
を
残
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

上

自
分
の
人
生
を
振
り
返
る
こ
と
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
。み
ん
な
い
ろ
ん
な

経
験
を
し
て
い
ろ
ん
な
考
え
が
あ
る
。次
の

元
号
が
何
に
な
る
か
楽
し
み
に
し
た
い
。

玉
平
成
を
振
り
返
る
の
は
良
い
。話
が
で
き

る
か
不
安
だ
っ
た
が
、考
え
る
機
会
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
。

石

ー
感
想
を
ど
う
ぞ
。

お
わ
り
に

自
分
の
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
が
あ
ま
り

な
か
っ
た
し
、周
り
の
人
が
ど
う
だ
っ
た
か

と
い
う
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
。次
の
時
代

も
良
い
時
代
に
な
っ
た
ら
い
い
。

比

私
は
名
護
出
身
で
は
な
い
け
れ
ど
、参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
、地
域
性
を
見
れ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。振
り
返
っ
て
み
る
の
は
良
い

こ
と
。自
分
が
経
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
聞

け
た
の
は
よ
か
っ
た
。

新

平
成
は
一
言
で
言
う
と
自
分
が
育
っ
た
時
代

な
の
で「
成
長
の
時
代
」。職
場
で
は
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
が
進
み
、上
司
の
決
裁
も
デ
ー

タ
で
す
べ
て
の
や
り
と
り
を
す
る
。技
術
も

ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
る
。自
分
に
と
っ
て

マ
イ
ナ
ス
な
時
期
も
あ
っ
た
け
ど
、そ
の
時

期
が
あ
っ
た
か
ら
今
成
長
で
き
て
る
ん
だ
と

感
じ
て
い
る
。私
は
平
成
元
年
に
生
ま
れ
て

平
成
し
か
知
ら
な
い
。元
号
が
変
わ
る
の
は

楽
し
み
も
あ
る
し
、ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
も
あ
る
。

石
仕
事
柄「
I
T
と
か
電
子
機
器
が
な
い
と
い

け
な
い
時
代
」に
な
っ
た
。ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と

か
を
常
に
考
え
な
い
と
い
け
な
く
な
っ
た
。平

成
で
大
き
く
変
わ
っ
た
部
分
だ
と
思
う
。

比
と
な
っ
た
が
祖
母
は
無
事
だ
っ
た
。良
い
こ
と

も
悪
い
こ
と
も
ひ
っ
く
る
め
て
タ
イ
ミ
ン
グ

の
時
代
だ
っ
た
。

A　③平成元年12月15日に名護を出発し、米国ハワイ州ヒロにハーリー船3隻が贈られた。
　　　現地では、今もその3隻を使用してハーリーボートフェスティバルが開催されている。
A　②平成12年6月20日から23日にかけて、友好都市、姉妹都市と名護市の子どもたちが「環境や平和」について話し合った。
A　③平成24年に久志地域に緑風学園、平成28年に屋我地地域に屋我地ひるぎ学園が開校した。

学校の仕事の経験を語る玉城さん

いろんな視点を持つことが大事と話す上間さん

サッカーチームの快挙を語る比嘉さん

嘉陽の海岸から望む朝日
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本
日
こ
こ
に
、第
1
9
4
回
名
護
市

議
会
定
例
会
の
開
会
に
当
た
り
、御
提

案
申
し
上
げ
ま
す
議
案
の
説
明
に
先

立
ち
ま
し
て
、平
成
31
年
度
の
市
政
運

営
に
臨
む
所
信
を
申
し
述
べ
、議
員
各

位
を
は
じ
め
、市
民
の
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、昨
年
２
月
に
名
護
市
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、公
約
の
実
現
に

向
け
て
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。今
年
は
就
任

２
年
目
を
迎
え
、改
め
て
そ
の
責
任
の

重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

私
が
、市
長
就
任
後
に
、市
政
に
お

い
て
真
っ
先
に
着
手
し
た
の
が
子
育
て

支
援
で
あ
り
ま
す
。市
立
学
校
給
食
費

の
無
償
化
、保
育
施
設
及
び
幼
稚
園

保
育
料
の
無
償
化
を
実
施
し
、さ
ら
に

本
年
４
月
か
ら
は
、年
齢
18
歳
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
が
始
ま
る
な
ど
、

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、子
育
て
環
境
の
更
な
る
充
実
を

図
る
た
め
、次
の
主
要
事
業
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、対
象
年
齢
を
小
学
校
１
年
生

か
ら
18
歳
到
達
以
降
最
初
の
年
度
末

ま
で
に
拡
大
し
、入
院
・
通
院
と
も
に
、

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
の
必
要
が

な
い
現
物
給
付
方
式
を
導
入
い
た
し

ま
す
。

　

認
可
保
育
施
設
等
を
利
用
し
て
い

る
０
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
保
育
料

無
償
化
及
び
３
歳
以
上
の
主
食
費
等

の
一
部
補
助
並
び
に
幼
稚
園
を
利
用

し
て
い
る
３
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の

保
育
料
無
償
化
を
引
き
続
き
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
総
合
的
な
提

供
を
行
う
た
め
、小
中
一
貫
教
育
校

緑
風
学
園
に
隣
接
し
て
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
進
め
、ま

た
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
専
用
室
を

合
築
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、保

護
者
の
子
育
て
を
支
援
し
、子
ど
も
の

健
全
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
体
制

を
構
築
し
、子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
沿
っ
た
総
合
的
な
対
策
を
継
続

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
ち
、子
育
て
を

皆
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
、ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、有
料
ご
み
袋
料
金
の
軽
減
や

財
政
基
盤
が
弱
い
行
政
区
に
対
す
る

補
助
の
拡
充
な
ど
、市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
取
組
も
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
は
、私
の
公
約
に
あ
る

若
者
が
集
い
、観
光
客
で
賑
わ
う
ま
ち

を
目
指
し
、名
護
湾
沿
岸
基
本
構
想
と

第
２
次
名
護
市
観
光
振
興
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。ま
た
、中
心
市
街
地

で
の
W
i-

F
i
整
備
や
21
世
紀
の
森

公
園
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
誘
致
の
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
･

ラ
グ
ビ
ー
場
の
整
備
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

北
部
基
幹
病
院
の
整
備
に
関
し
て

は
、北
部
の
医
療
福
祉
の
充
実
に
向
け
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
協
議
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、教
育
、子
育
て
分
野
に
つ
き

ま
し
て
は
、今
年
も
更
な
る
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、高
齢
者
を

は
じ
め
市
民
の
皆
様
の
健
康
増
進
を

促
進
す
る
事
業
も
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
年
は
、就
任
２
年
目
に
当
た
り
、

公
約
の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
成
果

を
出
し
、し
っ
か
り
と
腰
を
据
え
て

市
政
運
営
を
実
施
し
て
い
く
と
同
時

に
、来
年
2
0
2
0
年
の
市
制
施
行

50
周
年
に
開
催
さ
れ
る
関
連
行
事
の

計
画
と
今
後
10
年
の
輝
く
名
護
市
の

将
来
像
を
描
く「
第
５
次
名
護
市
総
合

計
画
」の
策
定
に
向
け
た
諸
事
業
に
取

り
組
み
、名
護
市
の
更
な
る
発
展
に
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、平
成
31
年
度
の
主
要
な

施
策
の
展
開
に
つ
き
ま
し
て
、御
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。
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若
者
の
集
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、先
端
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
求
め
る
若
者
た
ち
の
視
点
に
立
っ

て
、次
の
主
要
事
業
を
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
観
光
情

報
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

名
護
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
名
護

大
通
り
及
び
周
辺
通
り
会
を
対
象
と

し
た
W
i-

F
i
拠
点
を
整
備
拡
充

い
た
し
ま
す
。

　

名
護
湾
沿
岸
基
本
構
想
を
策
定

す
る
中
で
、若
者
が
集
う
複
合
型
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
等
の
誘

致
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
の
く
ら
し
と
環
境
に
つ
き
ま

し
て
は
、定
住
環
境
の
充
実
及
び
生

活
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
の
整
備
を

推
進
す
る
た
め
に
、次
の
主
要
事
業

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

公
共
交
通
が
不
便
な
地
域
に
お
い

て
、交
通
弱
者
の
移
動
の
確
保
を
行
う

た
め
、デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
実
証
実
験

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
策
定
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
、

そ
の
間
に
都
市
計
画
に
関
す
る
法
律

や
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、対

応
す
べ
き
新
た
な
課
題
が
生
じ
て

い
る
た
め
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

実
効
性
の
あ
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
す
る
た
め
、見
直
し
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

医
療
・
福
祉
の
整
備
拡
充
に
つ
き
ま

し
て
は
、北
部
基
幹
病
院
の
整
備
の

促
進
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
へ
の
支
援
体
制

の
構
築
に
向
け
て
、次
の
主
要
事
業
を

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
在
宅
生

活
に
不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
が
、比
較

的
低
額
な
料
金
で
入
所
で
き
る
小
規

模
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
施
設
整
備
に
向
け
て

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
定
の
生
活
圏
域
で
医
療
、介
護
、

予
防
、住
ま
い
、生
活
支
援
を
切
れ
目

な
く
一
体
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
と
深
化
を
目
指
し
、地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、拡
充
に

向
け
た
実
施
体
制
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
及
び
そ
の
家
族
、そ
の

他
の
関
係
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、必

要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
並
び
に

関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
行
う
自
立

相
談
支
援
事
業
を
は
じ
め
、就
労
準
備

支
援
事
業
、家
計
改
善
支
援
事
業
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
、住
宅
確
保

給
付
金
及
び
一
時
生
活
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

重
度
心
身
障
害
児
者
の
医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て
、自
動
償
還
払
い
を

実
施
し
、利
用
者
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

久
志
診
療
所
に
関
し
ま
し
て
は
、名

護
市
久
志
診
療
所
と
し
て
、引
き
続
き

久
志
地
域
の
医
療
を
切
れ
目
な
く
支

援
し
て
い
く
と
と
も
に
、診
療
所
機
能

の
強
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、休
日
、夜
間
を
含
む
集
団
健

診
や
保
健
指
導
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
し
て
ま

い
り
ま
す
。更
に
、市
独
自
の
支
援
制

度
と
し
て
、高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
に
対
し
助
成
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
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若
者
の
集
う
ま
ち
づ
く
り

医
療・福
祉
の
整
備
拡
充

地
域
の
く
ら
し
と
環
境



　

市
民
が
快
適
に
暮
ら
す
居
住
環
境

の
整
備
に
向
け
て
、い
さ
が
わ
市
営
住

宅
、山
入
端
第
二
市
営
住
宅
、真
喜
屋

第
三
市
営
住
宅
、中
山
第
四
市
営
住

宅
及
び
仲
尾
市
営
住
宅
の
施
設
整
備

に
取
り
組
み
、定
住
人
口
の
維
持
・
拡

大
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続

的
な
発
展
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
策
定
し
た「
国
立
療

養
所
沖
縄
愛
楽
園
土
地
等
利
活
用
基

本
計
画
」に
基
づ
き
、沖
縄
愛
楽
園
の

未
利
用
と
な
っ
て
い
る
土
地
等
の
利

活
用
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、早
期
実
現
に
向
け
て
取
組
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

山
田
原
排
水
区
の
未
整
備
箇
所
に

お
い
て
、集
中
豪
雨
時
に
浸
水
被
害
が

あ
り
、市
民
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い

る
た
め
、雨
水
函
渠
の
整
備
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

公
衆
衛
生
の
向
上
と
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、下
水
道
未

普
及
地
域
で
あ
る
山
入
端
区
及
び
屋

部
区
等
の
汚
水
管
渠
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
行
政
の
様
々
な
情
報
の
発
信

と
市
民
の
環
境
に
関
す
る
活
動
の
場

で
あ
る
名
護
市
エ
コ
ス
テ
３
Ｒ「
な
ご

こ
ろ
」の
施
設
を
拠
点
に
ご
み
の
減
量

　

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
き

ま
し
て
は
、教
育
環
境
の
充
実
に
向
け

た
施
設
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
向
け
て
、

次
の
主
要
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

成
績
が
優
秀
で
あ
り
経
済
的
に
進

学
が
困
難
な
若
者
に
対
し
て
、高
等

教
育
機
関
へ
進
学
後
、勉
学
に
専
念
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、給
付
型
の
奨
学
金
制
度
の
創
設

化
、再
資
源
化
に
係
る
普
及
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
名
護
市
環
境
ク
リ
ー

ン
推
進
員
や
市
民
団
体
の「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
人

や
ん
ば
る
」と
も
連
携
・
協
働
し
、ご
み

の
減
量
化
・
再
資
源
化
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

新
設
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続
き
、環
境

影
響
評
価
業
務
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、造
成
・
外
構
実
施
設
計
業
務
等
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、安
和

区
と
の
基
本
協
定
締
結
に
向
け
て
、

地
域
要
望
等
の
協
議
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、道
路

整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、市
道
10

路
線
の
整
備
及
び
改
修
な
ど
計
画
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、定

期
点
検
を
実
施
し
た
結
果
、早
期
に
措

置
を
講
ず
べ
き
状
態
と
診
断
さ
れ
た

橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
整
備
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

台
風
時
の
集
中
豪
雨
等
で
度
々
氾

濫
す
る
伊
差
川
区
の
喜
知
留
川
に

つ
き
ま
し
て
は
、平
成
30
年
度
に
策
定

し
た
喜
知
留
川
整
備
計
画
に
基
づ
き

用
地
取
得
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

架
け
替
え
が
必
要
に
な
る
渡
名
喜
橋

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

市
道
許
田
福
地
２
号
線
の
一
部
が

大
雨
時
に
滞
水
す
る
た
め
、道
路
側
溝

整
備
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
定
期
点
検
を
実
施

し
た
、ト
ン
ネ
ル
及
び
大
型
カ
ル
バ
ー

ト
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

　

ま
た
、名
護
市
自
転
車
活
用
推
進

計
画
を
策
定
し
、自
転
車
の
普
及
、安

全
利
用
推
進
を
目
的
に
、親
子
参
加

型
、若
者
向
け
等
、交
通
安
全
講
習
を

含
め
た
自
転
車
普
及
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
な
ど
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り

を
更
に
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
自
ら
が
日
頃
か
ら
災
害

に
備
え
る
と
と
も
に
、災
害
が
発
生
し

た
際
に
は
、初
期
消
火
活
動
な
ど
の

役
割
を
担
う
自
主
防
災
組
織
の
活
動

支
援
及
び
新
規
結
成
の
促
進
を
図
り
、

防
災
に
お
け
る「
自
助
」「
共
助
」の
機

能
を
高
め
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、台
風
時
の
停
電
に
備
え
、電

力
会
社
と
の
協
力
体
制
を
高
め
る
と

と
も
に
、迅
速
な
情
報
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

火
災
時
に
お
い
て
市
内
全
域
の
市

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、消
防

水
利
の
保
守
点
検
、維
持
管
理
及
び

う 

す
い
か
ん
き
ょ

お 

す
い
か
ん
き
ょ

え
こ
ん
ち
ゅ

新
規
消
火
栓
の
設
置
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
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教
育・文
化・

　
　  

ス
ポ
ー
ツ
振
興



に
対
す
る
意
欲
と
関
心
を
高
め
る

ほ
か
、競
技
力
の
向
上
及
び
青
少
年
の

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

市
民
が
夢
・
希
望
・
勇
気
・
感
動
を

享
受
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
等
を
招
聘
し
た

市
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
及
び

講
演
会
、指
導
者
講
習
会
並
び
に
ス

ポ
ー
ツ
交
流
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、市
民
に
と
っ
て
夢
と
感
動

を
与
え
、生
涯
記
憶
に
残
る
掛
け
が

え
の
な
い
体
験
や
経
験
と
な
る
こ
と

か
ら
、聖
火
リ
レ
ー
が
名
護
市
を
駆
け

抜
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、市
民
と
一
体

と
な
っ
て
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

適
地
の
指
定
に
向
け
て
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
手
不
足
等
の
雇
用
対
策
と
し
て
、

雇
用
関
連
事
業
の
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、創
業
セ
ミ
ナ
ー
や
女
性

向
け
創
業
支
援
、創
業
機
運
醸
成
事
業

等
を
行
う
金
融
機
関
及
び
そ
の
他

関
係
機
関
と
の
新
た
な
連
携
に
よ
り
、

名
護
市
創
業
支
援
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、山
羊

肉
処
理
加
工
施
設
及
び
流
通
等
、６
次

産
業
化
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

安
定
し
た
農
業
生
産
を
行
え
る
よ

う
、台
風
等
の
自
然
災
害
や
気
候
変
動

に
対
応
し
た
耐
候
性
施
設
を
導
入
し
、

高
品
質
で
安
定
的
な
生
産
供
給
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、安
部

地
区
農
道
が
建
設
か
ら
41
年
経
過
し
舗

装
面
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。ま
た
、降
雨

等
に
よ
る
砂
利
洗
掘
で
、営
農
活
動
に

支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
喜
瀬
、幸
喜
、

久
志
、許
田
地
区
の
農
道
に
つ
き
ま
し

て
は
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
整
備
の
事

業
実
施
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

名
護
市
学
校
給
食
施
設
再
整
備
に

よ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
立
幼
稚
園
及
び
小
学
校
並
び
に

中
学
校
に
通
う
園
児
、児
童
生
徒
の

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
継
続
実
施

し
て
い
く
と
と
も
に
、学
校
給
食
の

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、東
江
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、

特
別
教
室
及
び
少
人
数
教
室
棟
へ
の

空
調
設
備
の
設
置
及
び
小
中
一
貫
教

育
校
屋
我
地
ひ
る
ぎ
学
園
の
中
学
校

特
別
教
室
棟
建
設
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

名
護
博
物
館
は
築
59
年
を
経
過
し

建
物
の
老
朽
化
や
展
示
資
料
の
劣
化

が
著
し
く
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
な
ど

の
課
題
が
あ
る
た
め
、新
館
建
設
に

向
け
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

名
護
市
史
刊
行
計
画
に
基
づ
き
、

「
市
制
50
周
年
記
念
写
真
集
」の
発
刊

を
行
う
と
と
も
に
、各
編
の
編
さ
ん
を

行
い
ま
す
。

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
空

手
競
技
及
び
自
転
車
競
技
の
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
を
実
施
し
、市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

　

経
済
・
産
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、企
業
誘
致
へ
の
取
組
を
強
化
し
、

更
な
る
雇
用
の
拡
大
と
、資
源
を
活
用

し
た
産
業
の
振
興
に
向
け
て
、次
の

主
要
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
金
融
活
性
化
特
別
地
区
に

つ
き
ま
し
て
は
、平
成
30
年
12
月
末
時

点
で
、進
出
企
業
47
社
、雇
用
者
数

1
1
2
1
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
て

お
り
、法
人
市
民
税
が
名
護
市
全
体
の

約
３
分
の
１
を
占
め
る
な
ど
、金
融
・

I
T
関
連
産
業
の
集
積
は
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
お
り
、地
域
の
産
業
と
し

て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、税
制

の
優
遇
措
置
の
延
長
に
係
る
税
制
改

正
が
行
わ
れ
、制
度
の
延
長
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、更
な
る
制
度
の
活
用

に
向
け
、情
報
発
信
活
動
を
積
極
的
に

実
施
し
、活
用
実
績
を
増
加
す
る
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
内
に
お
け
る
工
場
用
地
の
ニ
ー
ズ

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、本
市
に
お
け

る
新
た
な
工
場
適
地
候
補
地
の
抽
出
、

開
発
手
法
の
検
討
、概
算
工
事
費
の
算

出
、工
場
適
地
候
補
地
の
評
価
と
い
っ

た
基
礎
調
査
を
実
施
し
、新
た
な
工
場

し
ょ
う
へ
い

じ
ゃ
り
せ
ん
く
つ
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経
済・産
業
振
興



　

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
問

題
に
つ
き
ま
し
て
は
、国
と
県
の
法
的

な
争
い
の
行
方
を
注
視
し
、そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
演
習
場
な
ど
の

既
存
基
地
か
ら
派
生
す
る
被
害
や
米

兵
に
よ
る
事
件
・
事
故
な
ど
、米
軍
に

起
因
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
守
る

立
場
か
ら
、基
地
被
害
の
防
止
及
び

　

市
制
50
周
年
に
向
け
た
取
組
に
つ
き

　

観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、沖
縄
を
訪
れ
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、本
市
の
魅
力
を
発

揮
し
た
観
光
の
振
興
に
向
け
て
、次
の

主
要
事
業
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
名
護
湾

沿
岸
地
域
の
基
礎
調
査
を
基
に
、有
識

者
に
よ
る
意
見
や
関
係
者
の
意
向
を

踏
ま
え
、今
後
の
具
体
的
な
基
本
構
想

及
び
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を
行
い
ま

す
。具
体
的
に
は
、「
21
世
紀
の
森
公
園
」

な
ど
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
主
と
し
た
新
た
な
観
光
機
能

の
整
備
や
、「
宇
茂
佐
海
岸
」な
ど
を

活
用
し
た
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
な

ど
、本
市
の
更
な
る
観
光
・
産
業
振
興

を
図
る
た
め
の
構
想
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、「
名
護
漁
港
」に
お
け
る
将
来

を
見
据
え
た
交
通
結
節
点
機
能
と
し

て
の
整
備
な
ど
、観
光
客
や
地
域
住

民
の
交
通
利
便
性
向
上
に
つ
な
が
る

構
想
を
策
定
い
た
し
ま
す
。ま
た
、構

想
の
策
定
に
先
駆
け
て
、高
速
船
の

本
格
運
航
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
第
１
次

観
光
振
興
基
本
計
画
の
評
価
・
検
証
や

評
価
指
標
を
踏
ま
え
、本
市
観
光
の
現

状
分
析
や
有
識
者
、観
光
関
連
事
業
者

及
び
市
民
か
ら
の
意
見
聴
取
を
実
施

し
、今
後
５
年
間
の
第
２
次
観
光
振
興

基
本
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
が

よ
く
訪
れ
る
施
設
や
場
所
を
選
定
し
、

多
言
語
の
周
辺
案
内
地
図
板
や
案
内

誘
導
板
を
設
置
す
る
こ
と
で
市
内
へ

の
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

新
名
護
市
営
球
場
側
面
の
メ
イ
ン

通
路
に
お
い
て
、壁
面
緑
化
等
の
景
観

整
備
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を
図

る
た
め
、知
名
度
の
高
い
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
を
持
つ
今
治
市
、尾
道
市
及
び

守
山
市
と
自
治
体
連
携
に
よ
る
訪
日

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｐ
Ｒ
事
業
及
び

多
言
語
サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、国
内
外
か
ら
誘
客
を
図
り
ま
す
。

ま
し
て
は
、こ
れ
か
ら
の
50
年
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
と
一
緒
に

考
え
る
と
と
も
に
、記
念
事
業
の
実
施

に
向
け
て
、次
の
主
要
事
業
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

第
５
次
名
護
市
総
合
計
画
策
定

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
れ
ま
で
市

民
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
地
域

別
に
各
２
回
行
い
、今
後
、市
民
向
け

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、多

く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
多
様
な
意
見

を
お
聞
き
す
る
取
組
を
進
め
て
お
り

ま
す
。今
後
と
も
、名
護
市
の
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
で
あ
り
、最
上
位

計
画
と
な
る
総
合
計
画
の
策
定
を
、市

民
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、市
制
50
周
年
記
念
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
名
護
市
市
制
50
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
」を
中
心
に

記
念
事
業
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。今
後
、各
種
記
念
事

業
を
実
施
す
る
中
で
、祝
祭
ム
ー
ド
を

高
め
、多
く
の
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
名
護
市
の
50
周
年
の
誕
生
日
を

お
祝
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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市
制
50
周
年
に

　
向
け
た
取
り
組
み

基
地
問
題
の
ス
タ
ン
ス

観
光
リ
ゾ
ー
ト
振
興



　

本
市
の
財
政
状
況
は
、平
成
29
年
度

決
算
で
は
財
政
の
余
裕
度
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
、91
・
5
％
で
、平
成

28
年
度
か
ら
1
・
1
ポ
イ
ン
ト
増
で
、

借
金
返
済
の
負
担
割
合
を
示
す
実
質

公
債
費
比
率
は
5
・
9
％
で
、平
成
28

年
度
か
ら
0
・
2
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。引
き
続
き
改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、平
成
31
年
度
予
算

は
、歳
入
面
で
、市
税
は
、個
人
市
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
増
に
伴
い
、

前
年
度
当
初
の
3
・
4
％
増
額
を
見

込
ん
で
お
り
ま
す
。地
方
交
付
税
は
、

0
・
4
％
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま

す
。市
債
は
、学
校
給
食
施
設
整
備
事

業
や
、屋
部
中
学
校
校
舎
新
築
事
業
の

　

以
上
、今
年
度
の
市
政
運
営
に
当

減
な
ど
に
よ
り
、前
年
度
比
24
・
1
％

の
減
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、扶
助
費
で
、子
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
や
幼
保
助
成
事
業

（
保
育
所
分
）の
増
な
ど
に
よ
り
、義
務

的
経
費
が
増
額
と
な
り
、投
資
的
経
費

は
、名
護
市
食
鳥
処
理
施
設
整
備
事
業

や
、屋
我
地
小
中
一
貫
校
校
舎
改
築
事

業
の
減
な
ど
に
伴
い
減
額
と
な
り
、そ

の
他
の
経
費
に
つ
い
て
は
、物
件
費
で
、

名
護
市
営
球
場
備
品
購
入
事
業
や
、

名
護
湾
沿
岸
基
本
構
想
策
定
委
託
料

の
増
、補
助
費
等
で
、私
立
保
育
所
等

分
保
育
料
助
成
金
や
、学
校
給
食
事
業

補
助
金
の
増
な
ど
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。そ
の
結
果
、平
成
31
年
度
一
般
会
計

予
算
規
模
は
3
7
7
億
9
5
3
5
万

円
、前
年
度
当
初
比
0
・
6
％
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、各
特
別
会
計
や
、企
業
会
計

を
合
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、5
3
9
億

6
2
7
3
万
円
、前
年
度
当
初
比
の

0
・
4
％
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

た
っ
て
の
私
の
基
本
的
な
姿
勢
と
主

要
施
策
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
、述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
、我
が
国
は
、平
成
を
締
め

く
く
り
、新
た
な
元
号
の
も
と
、船
出

と
な
る
年
で
す
。名
護
市
に
お
い
て

も
こ
れ
ま
で
の
市
制
50
年
を
総
括
し
、

次
の
時
代
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
年
で
あ
り
ま
す
。

　

名
護
市
で
は
、多
様
化
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆
様
へ
提
供
し

て
い
く
上
で
、限
ら
れ
た
財
源
で
最

大
限
の
事
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
へ
の
公
約
に
つ
い
て

は
、あ
ら
ゆ
る
財
源
を
活
用
し
、実
現

に
向
け
て
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

私
の
公
約
の
実
現
と
多
様
化
す
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
あ
た

り
、市
職
員
は
も
と
よ
り
、市
議
会
議

員
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
が
必

要
で
あ
り
、輝
く
名
護
市
の
創
造
に

向
け
て
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　

議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
定
例
会
に
御
提
案
い
た
し
ま
す

平
成
31
年
３
月
1
日

　
　

名
護
市
長　

渡
具
知 

武
豊

綱
紀
粛
正
を
強
く
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
内
の
離

着
陸
帯
を
撤
去
す
る
こ
と
、特
に
国
立

沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
に
近
接
す

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、優
先
的
な
実
施

を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
予
算
を
は
じ
め
、諸
案
件

の
慎
重
な
る
御
審
議
と
御
決
裁
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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む
す
び
に

予
算
概
要



月
1
　

13

身
出
校
学
中
部
屋、
れ
さ
催
開
が
会
大

が
手
選
人
唯
ン
ラ

15

ら
か
歳

18

の
歳

勝
優
し
場
出
に
ス
ラ
ク

。
た
め
収
を

　

月
2

26

知
具
渡
の
所
役
市
護
名、
日

告
報
を
果
結、
れ
訪
を
長
市
護
名
豊
武

。
た
し
を　

「は
ん
さ
城
新

上
で
台
舞
の
国
全

話
を
み
込
気
意
と」
い
た
し
指
目
を
位

。
た
し　

ル
ゴ
の
県
縄
沖
「は
長
市
知
具
渡

述
と」
い
し
ほ
て
し
出
を
果
結、
し
整

。
た
べ　

月
3

16

で
県
木
栃、
間
日
3
ら
か
日

、
は
で
会
大
勝
決
た
れ
わ
行

31

中
人

14

位

。
た
め
収
を
績
成
の

し せ い フ ラッシュ

月・32 月
市政情報、ご活躍したナグンチュ紹介などを掲載します。

プラス

報告に訪れた東江中女子バレー部員と男子ソフトテニス部員

全国大会への意気込みを話した新城さん（中央）

　

月
2

11

、
日

の

V
T
O

第
杯

36
回 

勝
優
抜
選
校
学
中
州
九

州
九、
め
収
を
勝
優
初
会
大
同
が
部

大

の
へ
会

。
た
し
に
手
を
符
切

　

月
2

25

知
具
渡
の
所
役
市
護
名、
日

州
九、
れ
訪
を
と
も
の
長
市
護
名
豊
武

バ
子
女。
た
し
告
報
を
場
出
の
へ
会
大

さ

「は
ん

は
で
会
大
州
九

一

く
多
も
で
つ

ち
勝

に
う
よ
る
れ
ら
め
進

り
ば
ん
が

。
た
し
話
と」
い
た

は
ら
か
部
ス
ニ
テ
ト
フ
ソ
子
男
校
同
　

州
九
れ
さ
抜
選
が
人
4
手
選
表
代
県

。
た
し
告
報
を
場
出
の
へ
会
大　

へ
州
九
中
江
東

 

部
ス
ニ
テ
ト
フ
ソ
子
男

へ
会
大
勝
決
手
選
城
新

研修を終えた新城安俊さん（左）と宮里ディエゴさん（右）

　

成
平

30

度
年

 

者
住
移
外
海
市
護
名

ん
さ
俊
安
城
新
の
生
修
研
等
弟
子

里
宮
と）
家
国
族
民
多
ア
ビ
リ
ボ
（了

月
2
が
式

20

館
会
流
交
際
国、
日

で

。
た
れ
わ
行

　

知
具
渡
た
し
渡
手
を
書
証
了
修

ち
持
を
と
こ
だ
ん
学
で
縄
沖
る
あ
で

い
思
と」
い
し
ほ
で
い
継
け
受、
り
帰

。
た
し
託
を

を
線
三
に
中
修
研
「は
ん
さ
城
新
　

と
こ
く
聞
を
話
て
い
つ
に
業
農、
び
学

し
話
と」
た
き
で

、

沖
「は
ん
さ
里
宮

こ
る
れ
触
に
化
文
や
理
料
統
伝
の
縄

。
た
し
話
と」
い
た
い
会
た
ま
と

式
了
修
生
修
研

　名護市へ転入された皆さま、お住まいの地域（区）はどこですか？
　名護市は、現在５５区の行政区があり、各区は地域の伝統活動や
住民の安心・安全を守るためさまざまな活動をしています。
　地域（区）だからこそできることがたくさんあります。
　地域（区）の活動に参加してみませんか。

お住まいの地域（区）活動に参加してみませんか？お住まいの地域（区）活動に参加してみませんか？

53‐5445☎問 地域力推進課パネル展の
様子
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　名護市は、3月末から一部公用車のカーシェア導入実証事業を
行います。
　同事業により、電気自動車4台が平日は公用車として市役所職
員が利用し、週末、休日は観光客などが有料で利用できます。
　高速バスなどで名護市を訪れる人の二次交通対策として期待
される他、土日、祝日に稼働しない公用車の有効活用につながり
ます。
　対象車両は名護市役所が発着地点となります。

※一般の方がカーシェアリング車両を利用するには、
　日産自動車・日産レンタカーが影響している
　「Nissan e-シェアモビ」の会員登録が必要となります。

カーシェア導入実証事業開始
一部公用車のカーシェア化
カーシェア導入実証事業開始
一部公用車のカーシェア化

▲セレモニーの様子
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の
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は
来
将

～さまざまな方に自転車の醍醐味を伝えたい！自転車専門店の『ハブサイクル沖縄』をご紹介します～

キラリ輝くキラリ輝く 市内の中小企業・小規模事業
者の取り組みを紹介するコー
ナーです。今月は、「ハブサイク
ル沖縄」を紹介します。

Vol.
47

自転車の普及を後押ししたい！
　自転車を日頃より愛用している方はまだまだ少ないです。自転車の良さを広めるため、
空気入れの配布や交流会の開催などを行っています。自転車を身近に感じ、健康づくりや
趣味として楽しんでもらえるよう、これからも活動を継続していきたいです。

Q

　当店は、自転車や関連商品の販売、レンタサイクルの貸し出しなどを行っています。
名護市は自転車に乗りやすい環境整備が行われており、ツール・ド・おきなわの発着点
としても県内外に知られています。サービスを通じ、自転車を愛する人の支えになれたら
と思っています。
　自転車の魅力は、自分の足でこぎ、その土地の匂いを肌で感じながら運動できるところ
です。健康にも良く、最近では女性や年配のサイクリストも増えています。みんなでサイ
クリングに出かけ、目的地で食事を楽しむのもおすすめです。
　今の季節は、自転車を新たに始める方が多い時期です。市民の方にも良さを感じて
もらいたいので、ぜひ一度店舗に来てください。自転車は誰でも気軽に乗れてかっこいい
と思えるようご提案します。

自然の風やその土地の空気を肌で感じるのが醍醐味！

ハブサイクル沖縄（HUB CYCLE OKINAWA）
0980-59-7356電 話 https://www.hubcycleokinawa.comホームページ
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伊波 博紀代表

名護市港1-15-14-1住所

ここがキラリ！
代表者 伊波 博紀氏

ほ 

園芸畜産課 園芸係問

53-1212（内線286）電 話

サービス業主な事業
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タイルの提案がキラリ輝い
ています。
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女湯の浴槽

　名護市内55カ字の戦前の様子を詳細に復元。
　「ムラの風景」「ムラの暮らし」「ムラの行事と拝所」などを
中心に解説し、それぞれのムラの全体図、部分拡大図、集落
拡大図の3種のカラー地図を付している。
　民俗全3巻を通して、かつてのムラ（シマ）の暮らしの様子
を思い描くことができる。

『民俗Ⅲ』　民俗地図（名護市史本編9）
A4版 519頁 平成15年発行／￥3,000

「たけのゆ」入口（当時の姿とは異なります）
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泡
盛

　「あけみお」は夜明けの美しい静かな
入り江の青 と々した水の流れのことです。
『あけみおのまち名護』のコーナーでは
各種教育施設や市民団体の活動などの
情報を掲載します。
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せ
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り
よ
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館
物
博

53-1342☎名護博物館問

　演劇や音楽活動をとおして、豊かな情操を育み感性豊かな子どもを育成することを目的に、今年度も新団員を募集
します。歌や踊り、楽器の好きな子どもたちの応募を団員一同お待ちしています。

名護
ジュニアオーケストラ

新団員募集します！２０１９年度 子ども芸術支援事業

※入団申し込み書は、４月中旬以降に各学校へ配布します。
※募集に関することは名護市民会館までお気軽にお問い合わせください。

名護市民会館からのお知らせ

対 象 北部地域在住の
小学校４年生～高校３年生まで

条 件 毎週火曜日
午後６時３０分～午後８時３０分
などの練習に参加できる児童生徒

※各種楽器の貸与相談に応じます。
団活動費 ５００円／月額

５月１７日（金）まで応募締め切り

対 象 名護市内の
小学校３年生～６年生まで

条 件 毎月第１・３・５土曜日の
午前９時～正午の
練習などに参加できる児童

団活動費 ５００円／月額

対 象 名護市内の
小学校１年生～高校３年生まで

条 件 毎週火曜日の
午後５時３０分～午後７時３０分の
練習などに参加できる児童生徒

団活動費 ５００円／月額

53-5427☎問 名護市民会館

名護市児童合唱団名護市児童劇団
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「母上様」と題した遺書
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名護市教育委員会 文化課 文化財係問

り
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167

名護博物館に
所蔵された戦争資料・

遺物を活用しよう

　

月
４

23

、』
日
の
書
読
も
ど
こ
『は
日

23

12

書
読
の
も
ど
こ
『は
日

に
れ
そ、
は
で
館
書
図。
す
で』
間
週

」
会
し
な
は
お
別
特
の
春
「て
せ
わ
合

映
上
別
特』
日
の
書
読
も
ど
こ
『「
や

に
会
機
の
こ、
で
の
す
ま
い
行
を」
会

。
い
さ
だ
く
び
運
お
を
足
ぞ
う
ど

！
よ
で
い
お
に
館
書
図

月
４
　時
日
◇
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日（
土
）

前
午

　

11

 

場
劇
外
野
も
ど
子

　

会
し
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お
別
特
の
春
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分

月
4
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日
◇
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日
）

時
２
後
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30

 

ン
ベ
イ
や
節
季
は
で
内
館、
他
の
そ

　

出
と
識
知
や
本
な
ろ
い
ろ
い
を
館
書

て
し
に」
し
は
け
か
「う
合
れ
触
い
会

。
ね
い
さ
だ
く

会
映
上
別
特」
日
の
書
読
も
ど
こ
「

　館
休
館
書
図
①

　

月
４

２２

２６

ま）
金
（日

は
で

し
館
休
め
た
の
事
工
調
空。

す
ま

号
る
ま
じ
が
②

 

　休
運
月
4

」
号
る
ま
じ
が
「館
書
図
動
移

　

り
よ
月
５、
し
休
運
は
月
４、
は

。
い
さ
だ
く
承
了

せ
ら
知
お

内
案
ト
ン
ベ
イ
館
書
図◉

　
『A
n Inconvenient T

ruth

　

実
真
な
合
都
不
（

)

（』
96

）
分

4

　

月
14

）
日
（日

 

時
2
後
午

30

◉
　

（』
姑
嫁
『
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）
分

　

4
月
10

）
水
（日

 

時
2
後
午
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会
し
な
は
お
◉

（

日
曜
土
週
毎

）

前
午

　

11
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まちの話題
　

2
月
27
日
、東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
陸
上
短
距
離
で
の
出
場
を
目
指

す
又
吉
康
十
選
手
が
母
校
の
名
護

小
学
校
を
訪
れ
、小
学
6
年
生
を
対

象
に
特
別
授
業
が
行
わ
れ
た
。

　

又
吉
選
手
は
大
学
3
年
の
頃
、電

車
と
の
接
触
事
故
が
原
因
で
左
膝

下
を
失
っ
た
。

　

授
業
で
は
自
身
の
体
験
談
や
義

足
の
仕
組
み
を
説
明
し
た
後
、子
ど

も
た
ち
が
義
足
体
験
を
し
た
。体
験

を
し
た
島
煌
十
さ
ん
は「
義
足
で
は

歩
く
こ
と
も
難
し
く
、何
回
も
転
倒

し
そ
う
に
な
っ
た
。義
足
で
速
く

走
る
の
は
大
変
だ
と
思
っ
た
」と
話

し
た
。

　

又
吉
選
手
は「
母
校
で
授
業
が
で

き
て
良
か
っ
た
。皆
に
義
足
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

今
日
の
体
験
が
良
い
も
の
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　

が
ん
ば
れ
又
吉
選
手
！

ス
ポ
ー
ツ
義
足
体
験

歩き方を指導する又吉選手

巧みに相手をかわし走る タックルの練習が楽しい！

　

3
月
17
日
、北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
に
よ
る
少
年
野
球
教
室

が
あ
け
み
お
S
K
Y
ド
ー
ム
で
開

催
さ
れ
、市
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

15
チ
ー
ム
か
ら
計
2
6
2
人
が
参

加
し
た
。児
童
は
、開
幕
投
手
の
上

沢
直
之
選
手
を
含
む
７
人
の
投
手

か
ら
指
導
を
受
け
、交
流
し
た
。

　

参
加
し
た
仲
宗
根
徠
夢
さ
ん（
瀬

喜
田
小
5
年
）は「
選
手
は
か
っ
こ

よ
か
っ
た
。今
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し

て
、み
ん
な
を
ま
と
め
る
こ
と
が
目

標
。４
月
の
北
部
選
手
権
に
向
け
て

練
習
を
が
ん
ば
り
た
い
」と
話
し
た
。

プ
ロ
の
技
を
盗
め
！

日
ハ
ム
少
年
野
球
教
室ピッチングの指導を受ける大北オーシャンズ

　

２
月
12
日
、名
護
高
校
出
身
の

銘
苅
信
吾
さ
ん（
P
3
名
護
の
顔
）

を
講
師
に
迎
え
、名
護
中
央
公
民
館

地
域
移
動
講
座
と
し
て
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
教
室
が
久
辺
小
学
校
で
実
施

さ
れ
た
。4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で

の
児
童
77
人
が
参
加
し
、パ
ス
や
タ
ッ

ク
ル
の
練
習
を
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
島
袋
慈
生
さ
ん（
同
小

５
年
）は「
タ
ッ
ク
ル
の
練
習
が
楽

し
か
っ
た
。み
ん
な
で
パ
ス
を
し
合

い
、チ
ー
ム
の
一
体
感
を
感
じ
た
。

毎
日
や
り
た
い
く
ら
い
楽
し
い
」と

笑
顔
を
見
せ
た
。

久
辺
小
学
校
で

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
体
験

雪の到着に笑顔がこぼれた

　

2
月
19
日
、北
海
道
の
雪
を
贈
呈

す
る
雪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

か
ら
県
立
桜
野
特
別
支
援
学
校

（
宇
茂
佐
）に
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

届
い
た
。

　

北
海
道
内
の
企
業
で
組
織
す
る

同
実
行
委
員
は
、毎
年
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
名
護
キ
ャ

ン
プ
に
合
わ
せ
、市
内
の
保
育
園
・

幼
稚
園
に
雪
を
贈
呈
し
て
い
る
。同

校
へ
の
雪
の
贈
呈
は
今
回
が
2
回

目
で
同
実
行
委
員
会
へ
メ
ー
ル
を

送
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
。

　

生
徒
ら
は
贈
呈
さ
れ
た
雪
を
手

に
取
り
眺
め
た
り
、感
触
を
確
か
め

て
み
た
り
と
興
味
津
々
だ
っ
た
。

　

メ
ー
ル
の
文
面
を
考
え
た
生
徒

の
一
人
で
あ
る
辺
士
名
良
弥
さ
ん

は「
雪
に
触
れ
て
み
て
と
て
も
冷
た

か
っ
た
。雪
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た

関
係
者
に
感
謝
し
た
い
」と
話
し
た
。

冷
た
い
！

雪
を
み
て
大
興
奮

こ
う　
とあ

き　
と

ら
い　
む

じ 

い
く
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２
月
15
日
か
ら
24
日
の
10
日
間

に
わ
た
り
、第
14
回 

子
ど
も
一
万
人

の
個
展
が
名
護
市
民
会
館
中
ホ
ー

ル
と
展
示
室
で
開
催
さ
れ
、名
護
市

内
の
児
童
、生
徒
や
北
部
地
域
の
高

等
学
校
や
特
別
支
援
学
級
の
生
徒

総
勢
4
5
6
8
人
の
作
品
が
計

4
5
3
4
点
展
示
さ
れ
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、出
展
校
代
表

と
し
て
新
里
穏
さ
ん（
大
宮
小
５

年
）が「
総
合
時
間
で
作
っ
た
新
聞

を
展
示
し
た
。多
く
の
人
に
来
て
も

ら
い
、作
品
を
見
て
ほ
し
い
」と
あ

い
さ
つ
し
た
。会
場
を
訪
れ
た
金
城

ヤ
ス
子
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
の
夢

を
感
じ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か

り
」と
笑
顔
で
話
し
た
。

4
5
8
6
点
の
個
性
的
な

作
品
が
一
堂
に

こ
ど
も
一
万
人
の
個
展展示を楽しむ幼年消防クラブの児童ら

　
「
名
護
市
エ
コ
ス
テ
3
R
な
ご
こ

ろ
」で
学
生
服
リ
ユ
ー
ス
事
業
の
贈

呈
式
が
行
わ
れ
た
。

　

同
事
業
は
、進
級
や
サ
イ
ズ
変
更

な
ど
に
よ
り
着
ら
れ
な
く
な
っ
た

学
生
服
を
回
収
し
、必
要
な
方
へ
安

値
で
提
供
す
る
取
り
組
み
。協
力
参

加
校
の
生
徒
は「
制
服
リ
ユ
ー
ス
事

業
を
と
お
し
て
環
境
問
題
を
よ
く

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
の
取
り

組
み
を
後
輩
に
も
伝
え
、今
後
も
協

力
し
て
い
き
た
い
。」と
話
し
た
。

　

平
成
30
年
度
は
制
服
1
2
1
枚
、

式
服
82
枚
が
販
売
さ
れ
、贈
呈
式
で

は
感
謝
状
と
約
8
万
5
千
円
の
売

上
金
が
協
力
参
加
校
の
児
童
会
や

生
徒
会
へ
付
与
さ
れ
た
。

学
生
服
、

リ
ユ
ー
ス
で
エ
コ
活
動贈呈式に参加した児童・生徒ら

川崎市のモデルを紹介した三浦氏

　

3
月
2
日
、名
護
市
役
所
庁
舎
中

庭
で
藤
野
敬
史
さ
ん
と
藤
野
奈
々
恵

さ
ん
夫
婦
の
結
婚
披
露
宴
が
行
わ

れ
た
。

　

名
護
市
庁
舎
の
中
庭
に
は
2
人

を
祝
お
う
と
、県
内
外
か
ら
家
族
や

友
人
ら
が
訪
れ
た
。

　

新
婦
の
奈
々
恵
さ
ん
は「
名
護
で

生
ま
れ
育
ち
、結
婚
披
露
宴
は
名
護

で
と
考
え
て
い
た
。建
築
を
勉
強
し

て
名
護
市
役
所
庁
舎
が
誇
ら
し
い
も

の
と
感
じ
た
。今
日
こ
こ
で
結
婚
披

露
宴
が
で
き
て
う
れ
し
い
」と
話
し
た
。

　

渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
は「
名
護

市
庁
舎
で
結
婚
披
露
宴
が
行
わ
れ

た
の
は
初
め
て
。市
民
の
間
で
身
近

な
存
在
に
な
り
開
放
感
あ
ふ
れ
る

名
護
市
役
所
で
あ
り
た
い
」と
あ
い

さ
つ
し
た
。

名
護
市
役
所
庁
舎
で

結
婚
披
露
宴
!?

　

２
月
20
日
、公
益
財
団
法
人
川
崎

市
産
業
振
興
財
団
理
事
長
三
浦
淳

氏
を
講
師
に
名
護
市
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
で
名
護
市
経
済
講
演
会（
共

催
：
名
護
市
商
工
会
、名
護
市
）が
開

催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
約
90
人
が
参

加
し
た
。

　

講
演
会
は「
多
様
な
主
体
の
連

携
・
協
働
に
よ
る
地
域
活
性
化
〜
先

進
事
例
：
川
崎
市
に
学
ぶ
」を
テ
ー

マ
に
行
わ
れ
た
。三
浦
氏
は
川
崎
市

の
産
官
学
連
携
モ
デ
ル
を
紹
介
し
、

「
名
護
に
は
素
晴
ら
し
い
歴
史
・
文

化
が
あ
る
。市
外
の
組
織
団
体
と
も

連
携
を
深
め
、新
た
な
価
値
を
生
み

出
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　

第
２
部
で
は「
名
護
市
産
学
官
連

携
に
向
け
た
可
能
性
」を
テ
ー
マ
に

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、来
場
者
か
ら
も
意
見
が
飛
び

交
っ
た
。

名
護
市
経
済
講
演
会

【
第
三
弾
】

▲庁舎をバックに撮影した

◀披露宴をした藤野さん夫婦

の
ん
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　市内の利用者は免除、市外からの利用
者は減額となります。
申込方法…電話で事前の予約が必要です。
※詳しくはホームページにて確認ください。

平成３１年度 上半期名護市防災
研修センター「防災デー」のお知らせ
平成３１年度 上半期名護市防災
研修センター「防災デー」のお知らせ 生活・安全
名護市防災研修センター問

☎ ５２‐３１７４
（午前１０時～午後４時 日曜・祝日は休館日）

　①固定資産税・②市県民税・③軽自動車
税・④国民健康保険税・⑤後期高齢医療
保険料・⑥介護保険料の納付書が平成３１
年度より変更となります。なお、平成３０年
度に発行しています納付書につきまして
は、平成３１年中は使用できます。(ただし、
期限が過ぎている納付書については、差
し替えが必要となりますので、下記の連絡
先までお問い合わせください)。

平成31年度から納付書が
変更となります
平成31年度から納付書が
変更となります

　固定資産税の納税者（免税点未満で
課税されない人を除く）の資産評価が適正
かを確認していただくために、次のとおり
縦覧を行います。
期間…４月１日（月）～５月３１日（金）
　　　※土・日・祝日を除く
時間…午前８時３０分～午後５時 
場所…名護市役所 １階 税務課
※来庁者の認印（法人は併せて代表者印）・
運転免許証など本人確認ができる書類。
また、代理人の場合は、納税者の委任状・
納税通知書などをお持ちください。

平成３１年度 土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧について
平成３１年度 土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧について
税務課 土地係・家屋係問

☎ ５３-１２１２（内線１８４／１８５）

　水道メーターは、「計量法」により８年
以内で取り替えることとなっています。対象
者の家には、市が委託した業者が伺いま
すので、敷地内の立入りなどにご協力をお
願いします。
　市水道メーター取り替えのみの場合に
は、お客さまの費用はかかりません。
※メーターの周りに物を置かないでください。
※飼い犬はメーターから離してつないでく
ださい。
実施期間…４月１日（月）～３０日（火）
実施地区…大北、宇茂佐、為又、伊差川、
古我知、我部祖河、呉我、仲尾

名護市水道メーター取り替え名護市水道メーター取り替え
水道業務課問

☎ 53-1212（内線363／364）

　2019年5月1日から新元号が施行され
ます。
　新元号施行前に市から発行する納付書
などは、2019年5月1日以降も「平成」と表
記される場合があります。「平成」と表記さ
れる場合でも法律上の効果は変わりませ
んので次のとおりご対応をお願いします。
「平成31年」→「新元号元年」と読み替え
「平成32年」→「新元号2年」と読み替え
　上記以降の表記についても読み替えを
お願いします。ご理解とご協力をよろしく
お願いします。
　お問い合わせは、発送元の担当部署へ
ご連絡ください。

新元号施行に伴う「平成」表記の
読み替えについて
新元号施行に伴う「平成」表記の
読み替えについて

　障がいのある方が使用する、または障
がいのある方のために使用されている軽
自動車などで、一定の要件を満たしている
場合に限り申請により税の減免を行って
います。
申請期間…４月１１日（木）～納期限まで

軽自動車税の減免について軽自動車税の減免について
税務課 市民税係 軽自動車税担当問

☎ ５３-１２１２（内線１８２）

　国民年金は、20歳以上であれば、学生
も加入する必要があります。
　所得が一定額以下の場合、国民年金
保険料の納付が猶予される「学生納付特例
制度」があります。制度利用を希望される
方、または継続したい方は申請書の提出
が必要です。
対象…学校教育法に規定する大学（大学
院）、短期大学、高等学校、高等専門学校
および各種学校（修業年限１年以上である
課程）に在学する学生など
所得…118万円＋（扶養親族の数×38万円）以下

「国民年金保険料学生納付
特例制度のご案内」4月申請開始
「国民年金保険料学生納付
特例制度のご案内」4月申請開始
市民課 窓口係（年金担当）問

☎ 53-1212（内線174／175）

　飼い主は、飼い犬を登録し、年に1回狂
犬病予防注射を受けさせなければなりま
せん。各コミュニティ施設（公民館など）
での日程は次のとおりです。
◉４月９日（火）天仁屋、底仁屋、嘉陽、
　安部、三原、汀間、瀬嵩、大川、大浦、
　二見、城、港
◉４月１０日（水）久志、豊原、辺野古、中山、
　旭川、勝山
◉４月11日（木）安和、山入端、屋部、
　宇茂佐、大北、大東、大西　
◉４月12日（金）饒平名、我部、運天原、　
　愛楽園、済井出、屋我、大南、大中
◉４月15日（月）源河、稲嶺、真喜屋、
　仲尾次、仲尾、呉我、川上、伊差川
◉４月16日（火）親川、田井等、振慶名、　
　山田、内原、古我知、我部祖河
◉４月17日（水）喜瀬、幸喜、許田、数久田、
　世冨慶、東江、宮里、為又
注射料金（済票交付手数料を含む）…３,４００円
犬の登録がまだの方…新規登録手数料 3千円
※詳しくは環境対策課および各コミュニティ
施設（公民館など）へお問い合わせください。
※犬を登録している飼い主の方には、は
がきにより詳細を通知します。
※おつりが出ないようご協力お願いします。

平成31年度 狂犬病予防
集合注射を実施します
平成31年度 狂犬病予防
集合注射を実施します
環境対策課 環境保全係問

☎ ５２-０００３

1

2

2

6

6

7

5 6

6

1

1

1

3

4

期　間 日数 内　容

5月23日（木）～
　　24日（金） 

6月1日（土）～
　　7日（金） 

8月1日（木）～
　　7日（水） 

8月30日（金）～
9月5日（木） 

7月1日（月） 

7月5日（金） 

9月9日（月） 

旧羽地村・旧久志村
津波襲来日

市制記念日・
防災研修センター
運用開始記念日

崖崩れ防災週間

新庁舎移転記念日

語呂合せ（なご）

防災週間

救急の日

税務課 納税係
①～③について
問
☎ ５３-１２１２ ）６９１／４９１／８８１線内（ 

国民健康保険課 保険税係
④について
問
☎ ５３-１２１２ ）３５１／２５１線内（ 

国民健康保険課 後期高齢者医療担当
⑤について
問
☎ ５３-１２１２ ）５９１／７６１線内（ 

介護長寿課 介護保険料係
⑥について
問
☎ ５３-１２１２ ）７３１／６３１線内（ 

連絡先

情報ぼっくす
暮らし いきいき

リニューアル！
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　昨年より全国的に30～50歳代の男性
を中心に風疹が流行しています。3年限定
で国が対策を行うことになりました。
対象者…昭和37年4月2日～昭和54年
4月2日までに生まれた男性（平成26年度
名護市の助成で風しんまたは麻疹風疹
混合ワクチン予防接種を受けた方は除く）
クーポン配布時期および対象者
2019年度 昭和47年4月2日～昭和54年
4月1日
2020年度 昭和37年4月2日～昭和47年
4月1日
2021年度 抗体検査未実施者
方法…風しん抗体検査クーポンをを利用
して、検査実施医療機関で抗体検査を受
けます。必要に応じて予防接種を実施します。
費用…抗体検査および予防接種無料

健康増進課 健康づくり係問
☎ 53-1212（内線158）

　平成30年全国消費者物価指数の変動
（前年比１.０％引上げ）に伴い、４月分から
の特別児童扶養手当額・障害児福祉手当
額・特別障害者手当額が次のとおり改定
されます。

特別児童扶養手当・障害児福祉手当・
特別障害者手当の額改定について
特別児童扶養手当・障害児福祉手当・
特別障害者手当の額改定について
社会福祉課 障がい福祉係問

☎ ５３-１２１２（内線１２４）

　平成３１年４月分（平成３１年８月期支払
分）から、次のとおり手当額が１.０％引き
上げとなりました。

児童扶養手当額改定のお知らせ児童扶養手当額改定のお知らせ
子育て支援課 子育て支援係問

☎ ５３-１２１２（（内線１０８）

　医療費適正化を進めるために、４月から
委託を行い柔道整復師の施術内容につい
て点検強化をします。必要に応じて点検
機関より被保険者への施術内容照会が
行われます。
　施術内容照会は、柔道整復師から保険
者への請求が適正かどうかの判断のため
に重要な資料となりますので、お手元に
点検機関からの照会文書が届きましたら、
回答をご記入の上必ず期限内に返送す
るようお願いします。

４月より柔道整復師の施術について
内容点検を外部委託します！
４月より柔道整復師の施術について
内容点検を外部委託します！
国民健康保険課 給付係問

☎ 53-1212（内線１５６）

　マシントレーニングや有酸素運動で
理想の身体を目指しませんか。目的に合わ
せ選べるコースが充実。今入会すると入
会金＆初月会費無料など、お得な特典も
あります。4月から開催の『スポーク講座』
もさまざまなプログラムが盛りだくさん。

新年度は
スポーク・フィットネスセンターへ
スポーク・フィットネスセンター問

☎ ５２‐７７３９

福祉・健康

平成31年度
（月額）

平成30年度
（月額）手当額

特別児童扶養手当１級
　　　   〃　　　 ２級

障害児福祉手当

特別障害者手当

１４,６５０円

２６,９４０円

１４,７９０円

２７,２００円

５１,７００円
３４,４３０円

５２,２００円
３４,７７０円

児童扶養手当額（月額）

平成31年４月～平成30年４月～

全部支給

額
本
基

額
算
加
子
2
第

額
算
加
降
以
子
３
第

一部支給

42,500円

42,490円～
10,030円

42,910円
（+410円）

42,900円～
10,120円
（+410円～+90円）

全部支給

一部支給

10,040円

10,030円～
5,020円

10,140円
（+100円）

10,130円～
5,070円
（+100円～+50円）

全部支給

一部支給

6,020円

6,010円～
3,010円

6,080円
（+60円）

6,070円～
3,040円
（+60円～+30円）

風しん抗体検査
39歳～56歳 の実施
風しん抗体検査
39歳～56歳 の実施

　麻しん（はしか）および風しんの患者の
発生が県外で報告されています。感染を
防ぐためにはワクチン接種が有効です。
①定期予防接種の対象者は早急に医療
機関でＭＲワクチンを接種しましょう。
（ＭＲ１期：１歳／２期：小学校入学前）
②乳児は１歳の誕生日にＭＲワクチンを
接種しましょう。
※麻しんや風しんの症状（発熱・せき・発疹
など）が現れたときには、必ず医療機関に
電話相談の上、指示に従って受診しま
しょう。

はしか風しん（ＭＲ）混合ワクチン
予防接種は早めに受けましょう
はしか風しん（ＭＲ）混合ワクチン
予防接種は早めに受けましょう
健康増進課 健康づくり係問

☎ 53-1212（内線158）

　４月１日からは新しい被保険者証が必要
です。国保の被保険者証の切り替え（青色
→黄緑色）は３月１日から始まってます。窓口
での切り替えが必要となる世帯へは、３月に
はがきで切り替え案内を郵送しています。
　切り替えがなされてない場合、医療費
が全額自己負担となります。はがきの内容
をご確認の上、お早めに切り替えを行って
ください。
窓口切り替えに持参するもの
・切り替え案内はがき
・平成３０年度の被保険者証
・世帯主の印鑑（認印可）
・来庁者の印鑑（認印可）
・来庁者の本人確認ができるもの
・国保税の滞納がある世帯は納付の準備
（既に完納した方は領収書）

国民健康保険被保険者証の
切り替えはお済みですか？
国民健康保険被保険者証の
切り替えはお済みですか？
国民康保険課 保険給付係問

☎ ５３‐１２１２（内線１５４／１５７）

　肺炎は、死因の第3位でその95％以上の
方が65歳以上の方です。ワクチンは多くの
肺炎の原因となる肺炎球菌感染を防ぎ
肺炎予防が期待されます。対象者の方が定
期接種として受けられるのは、2019年度
生涯1回です。この機会を逃しますと定期
予防接種として受けることができません。
対象者…名護市から予診票の通知がある方
※自費公費に関係なく、過去に一度でも
接種したことのある方は、助成の対象外と
なります。
助成額…全額助成（自己負担無し）

成人用肺炎球菌ワクチン接種の
実施と助成
成人用肺炎球菌ワクチン接種の
実施と助成
健康増進課 健康づくり係問

☎ 53-1212（内線158）

利用できるタクシー会社

　平成３１年度分の福祉タクシー利用券の
申請を開始します。
対象者…本人および配偶者の市町村民税
が非課税（障がい児の場合、保護者の属
する住民基本台帳の世帯が市町村民税非
課税）であり、次のいずれかに該当する方。
ただし、交通費に関し助成を受けている方
は除きます。
①下肢機能障害または体幹機能障害１～３級の方
②視覚障害１または２級の方
③じん臓機能障害で血液透析を受けている方
④療育手帳Ａ１またはＡ２の方
交付枚数…２４枚／年（１枚あたり５００円）
※申請の手続きは、障害者手帳、印鑑（認
印可）を持参し、社会福祉課窓口にてお手
続きください。
※タクシー会社は随時更新されますので、
ホームページをご確認ください。

名護市福祉タクシー
利用券についてのお知らせ　　　
社会福祉課 障がい福祉係問

☎ ５３-１２１２（内線111）

丸金交通 名護タクシー

個人タクシー
（名護支部）

未来ケア沖縄
寝台サービス

北部ケアサービス

かなさ

北部観光タクシー
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免除期間…出産予定日または出産日が属
する月の前月から４カ月間（産前産後期間）
　多胎妊娠の場合は、出産予定日または
出産日が属する月の３カ月前から６カ月間
の国民年金保険料が免除されます。
※出産とは、妊娠85日（４カ月）以上の
出産をいいます。（死産、流産、早産された
方を含みます）。
対象者…「国民年金第１号被保険者」で
出産日が２月１日以降の方
届出時期…出産予定日の６カ月前から
届け出できます。
届出先…国民年金担当窓口

４月受付開始「産前産後期間の
国民年金保険料が免除となります」
４月受付開始「産前産後期間の
国民年金保険料が免除となります」
市民課 窓口係（年金担当）問

☎ 53-1212（内線174/／175）

①【英会話少人数教室(7人制)超初級クラス】
日時…毎週木曜日 午後7時～午後8時
料金…3千円／月
②【英会話少人数教室(7人制) 初級クラス】
日時…毎週火曜日 午後8時～9時
毎週木曜日 (1)午後2時～午後3時 (2)午
後8時～9時　料金…3千円／月
③【英会話少人数教室(7人制) 中級クラス】
日時…毎週火曜日 （1）午後2時～午後3時
（2）午後8時～午後9時　料金…3千円／月
④【日本語教室 初級】
日時…毎週金曜日 午後8時～午後9時
料金…千円／月
⑤【日本語教室 中級】
日時…毎週金曜日 午後7時～午後8時
料金…千円／月
※各講座とも協会会員入会が必要(年会
費2千円)。学生または、団体会員の社員の
皆さまは年会費無料。
※4月は調整の為、全語学教室をお休み
させていただきます。
※詳しくはお問い合わせください。

NIA主催5月開催講座
（事前申し込み制）

名護市国際交流会館問
☎ 51-0123

　基礎的な運動方法を座学と実技で学
びます。
　適度な運動を継続し、健康づくり、ダイ
エットを目指そう。
　大浴場で入浴もできます。
※スポーツシューズ、ヨガマット用意
日時…５月１９日（日）・２６日（日）
※２日間参加できる方
午前9時30分～午後1時30分
場所…名護青少年の家
料金…1日目 千円
（保険、資料、昼食代含む）
２日目 ６００円（保険、昼食代含む）
募集期間…４月２日（火）～５月1５日（水）

健康・体力づくりとダイエット
名護青少年の家問

☎ 52-2076

　名護青少年の家では期間中各種のア
クティビティ（スポーツゲーム）を、誰でも
自由に利用できるように設置してます。
　ご家族、お友達そろって参加ください。
※受付は事務所へお越しください。
日時…４月２８日（日）～５月６日（月）
午前9時～午後5時
場所…名護青少年の家　料金…無料

ＧＷ特別企画
「アクティビティ王決定戦」

名護青少年の家問
☎ 52-2076

①レンタサイクルを行っています。
申込時間…午前8時30分～午後6時
利用料金…千円／日
②IH調理室の利用について
利用料金…４００円／時間
営業利用は1,600円です。
③名桜大学・看護学科健康相談活動
ゆんたくしながら健康づくりin名護市場
日時…4月21日第３日曜日 午前１１時３０分
～午後2時３０分
内容…血圧測定、血管年齢、体脂肪測定、
握力など。看護学生が健康測定を無料で
実施しています。

市営市場からのお知らせ
市営市場管理事務所問

☎ 43-0478

※全講座受講料無料
①ステップアップ中国語（継続）毎週月曜日
②ゼロから始める中国語（新規）毎週火曜日
③ゼロから始める中国語プラス（継続）
毎週木曜日　
講師…山城 智史（リベラルアーツ機構）
④すぐ使える中国語会話【初中級】毎週月曜日
⑤実用中国語会話【中上級】毎週金曜日
講師…賀 南（リベラルアーツ機構）
時間…午後6時30分～午後7時30分　
場所…北部生涯学習推進センター
申込締め切り…４月１２日（金）
※テキスト代 2千円程度自己負担

名桜大学講座 中国語講座
【４月１５日（月）～８月中旬（全15回）】

名桜大学 地域連携機構問
☎ 51-1555 FAX 54-0707（地域連携課）
受付時間:午前9時～午後5時（土日・祝日除く）

催し物・講座

　男女共同参画について皆さまの理解と
関心を深めてもらうため、標語と写真を募
集します。入賞者には、賞状と賞品の贈呈
があります。
標語部門…形式不問
写真部門…生活の中で性別に捉われず
活動している姿
応募資格…市内在住、在学、在勤の方
応募期間…４月10日(水)～５月10日(金)
応募方法…市役所、支所、中央公民館、
中央図書館、名護博物館に設置している
応募用紙に記入し応募箱に投函。住所、
氏名、生年月日、性別、電話番号、標語、
勤務先（在学・在勤の方）を記入しメール、
FAX、はがきのいずれかで応募。
※応募用紙は市のホームページでもダウ
ンロードできます。

男女共同参画月間の標語募集
地域力推進課 地域協働係問

☎ ５３-５４４５（内線240） FAX ５３-５４４０

その他

danjo-k@city.nago.lg.jp

　4月から、名護市立幼稚園、小・中学校の
学校給食費の1人当たりの月額を引き上
げ、子どもたちに提供する給食の質の向
上および地産地消の推進を図ります。
　なお、改定後も、昨年９月から実施して
いる学校給食無償化事業により引き続き
無償となります。

学校給食費の改定について学校給食費の改定について

学校給食の改定月額

教育委員会 総務課 学校給食係　問
☎ 53-1212（内線130）

子ども・教育

改　定現　行

幼稚園
小学校

中学校 4,200円

3,600円

4,900円

4,300円

　市立幼稚園は、「名護市立幼稚園今後の
在り方（方針）」に基づき、平成31年度か
ら次の４園を休園とします。
休園決定園
①屋我地幼稚園 ②真喜屋幼稚園
③稲田幼稚園 ④久辺幼稚園

平成31年度
市立幼稚園休園のお知らせ
平成31年度
市立幼稚園休園のお知らせ
保育・幼稚園課 幼稚園担当問

☎５３-１２１２（内線３８２）

問 ☎ ５１-１２８６名桜大学 永田　
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みんなの掲示板への投稿を募集中です。毎月１日
から先着順。1件につき100字以内。

53‐1212（内線335）☎企画情報課 情報政策係問
53‐6210FAX

▶チアダンスクラブ３期生メンバー募集！
金曜クラス新設、午後6時～ 5歳以上／午後
7時～ 大人 場所：労働福祉センター他◇水
木レッスン有 ◇無料体験有◇

　毎年、２月１日から４月３０日までは、「緑
の羽根募金」期間となっています。
　この募金は、公益施設の植樹などや保護
管理、緑化推進運動に活用されます。市民
の皆さまのご協力をよろしくお願いします。
振込先…沖縄銀行 名護支店
普通預金 ４０２ １６０２８４３
名護市 緑化支部支部長 渡具知 武豊
※お住まい地区の公民館でも受け付けて
います。

　平成31年2月24日（日）に行われました辺野古米軍基地建設のため
の埋立ての賛否を問う県民投票の結果です。

緑の羽根募金へのご協力について
農林水産課問

☎ ５３-１２１２（内線２７３／２８３）

　シルバー人材センターで働いてみたい
という人材を募集しています。
　毎月第1水曜日10時より入会説明会が
あります。
会員登録対象…名護市在住の60歳以上の
健康で働く意欲のある方
発注例…家庭内の掃除、料理。公共施設
管理、駐車場管理など
※詳しくはお問い合わせください。

名護市シルバー人材センター
会員大募集！！
名護市シルバー人材センター問

☎ 53-3115

◉安全衛生推進者養成講習
受講料…1万2,204円（テキスト代込み）
定員…40人
日時…4月18日（木）・19日（金）
◉酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者
　技能講習
受講料…1万6,200円（テキスト代込み）
定員…40人
日時…【学科】4月23日（火）・24日（水）
　　　【実技】4月25日（木）

労働安全衛生法に基づく
平成31年4月講習会のご案内
（一社）沖縄県労働基準協会北部支部問
☎ 54-4700
住 名護市宇茂佐の森5‐2‐7

」9102わなきお・ド・ルーツ「 回13第
大会ポスターデザイン募集
NPO法人ツール・ド・おきなわ協会問

☎ 54-3174

収集期間…４月22日（月）～26日（金）
収集時間…午前9時～午後4時(正午～1時は除く)
収集場所
・ＪＡおきなわ羽地集出荷場
・ＪＡおきなわ為又集出荷場
・ＪＡおきなわ久志集出荷場
対象者…農家登録をされている方
※詳しくは「農業用廃プラスチック適正処
理パンフレット」を参照。農家負担額につい
てもパンフレットでご確認をお願いします。
　パンフレットは、農協、各コミュニティ
施設（公民館など）、各支所に備え付けて
います。

園芸畜産課 園芸係問
☎ ５３-１２１２（内線286）

農業用廃プラスチック適正処理について

名護チアダンスクラブハニーズ問
HP https://cheer-honeys.jimdofree.com
▶子育てセミナーのお知らせ
４月２０日（土） 午前１０時～午前１１時３０分
講師：野瀬 美保子氏 場所：名護市中央公民
館 参加費：２００円 ※無料託児あり（予約制）

家庭倫理の会問
☎ ０９０-４４７０-７３５０（仲田）
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みんなの掲示板

選　択　肢　別　投　票　数

名護市

賛 成 反 対 投票率どちらでもない

沖縄県

4,455

114,933

18,077

434,273

2,216

52,682

50.47%

52.48%

地域いちば情報
◉ぴんぷん日曜朝市
日時　第２、４日曜
　　　午前6時～午前9時
場所　ひんぷんガジュマル南側広場
◉宮里区朝市
日時　第３日曜
　　　午前7時30分～午前10時
場所　宮里区公民館
◉勝山軽トラ市
日時　毎月第４日曜
　　　午前8時30分～正午
場所　（有）勝山シークヮーサー構内

　北部１２市町村を回るサイクルスポーツ
の祭典第３１回「ツール・ド・おきなわ２０１９」
大会開催にあたり大会ポスターデザイン
を募集しています。
募集締切…5月10日（金）※当日消印有効
賞金…最優秀賞 10万円
応募方法…ツール・ド・おきなわ協会ホー
ムページより詳細を確認ください。
　  www.tour-de-okinawa.jpHP
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広 告 欄広 告 欄
飲み会は
安く・美味しく
楽しい時間を

チーズフォンデュセットもあるよ♪とろ～りチーズ最高！
新たに自家製のローストビーフが誕生！とろとろたまご付き
銘柄日本酒も多数ご用意しておまちしております。

沖縄県名護市城1-4-11 【ぽんぽこ居酒屋ぽこぽん】　薬剤師コラボ健康酒あり
名護市営市場 2F その他多彩なコース料理・飲み放題プランあり

お問合せ：070-5416-1129 予約承ります 日・月定休 17:00～23:30

おススメ
メニューを
更新♪ 自家製のローストビーフ

NEW!

※広告欄掲載については、企画情報課（53-1212（内線335））までお問い合わせください。この広告は、広告主の責任において掲載しているものです。広告掲載料は、名護市子ども夢基金に積み立てられます。

●発行/名護市  ●担当/名護市地域政策部企画情報課情報政策係
〒905-8540  沖縄県名護市港一丁目1番1号  TEL.0980-53-1212(内線335)  FAX.0980-53-6210  URL.http：//www.city.nago.okinawa.jp/ 
●印刷/株式会社 琉球若草  〒905-0017  沖縄県名護市大中1丁目19-24  名護市産業支援センター1F  TEL.0980-53-6050

平成31年4月1日発行

第26回

4月号

衆議院沖縄県第３区選出議員補欠選挙衆議院沖縄県第３区選出議員補欠選挙
持参するもの：投票所入場券
（入場券が無い場合、身分を証明できるもの）

有権者の皆さまは、もれなく投票するようにしましょう。

注意1 投票所入場券は、平成31年3月20日現在の住所へ発送します。3月21日以降に市内転居した方は、旧住所へ送付されることとなりますので、
ご留意ください。

注意3 投票所入場券（はがき）は郵便局に持ち込みしています。届いていない方は、最寄りの郵便局にお問い合わせください。

4月21日（日） 午前７時～午後８時投票日 投票時間

年齢要件：平成13年４月22日までに生まれた人（４月22日生まれを含む）。
住所要件：平成31年１月８日までに名護市に転入届出をし、住民基本台帳に記載され、引き続き名護市に住んでいる人。

1
2

　投票は選挙当日に行うのが原則ですが、仕事、旅行、レジャー、冠婚葬祭、天災などの
事由により当日投票できない人は、期日前投票を行うことができます。
　投票所入場券（はがき）の裏面にある宣誓書に事前に記載することで、期日前投票
所での宣誓書の記入を省略することができます。

※当日に投票される方は、記入不要です。
※期日前投票所は、市民会館入口左側に設けます。
※投票所入場券（はがき）が配付されている場合は、入場券を
　持参してください。
※期日前終盤は大変込み合います。可能でしたらお早めに
　お越しください。

　仕事や旅行で名護市外に滞在されている人や病院へ入院中の人など投票所で投票できない人は、滞在先（名護市以外の市町村、沖縄県が
指定する病院など）で不在者投票を行うことができます。投票するためには、事前に手続きが必要です。
※詳しくは、選挙管理委員会事務局までお問い合わせください。

4月10日（水）～4月20日（土） 午前8時30分～午後8時
期日前投票

不在者投票

期　　間 時　　間

前回の県民投票では第１３投票所が久志コミュニティセンターでしたが、今回の補欠選挙では豊原地区会館となりますのでご注意ください。注意2

今回の選挙に投票できる要件有権者の皆さまへ

名護市選挙管理委員会問 ５３-２０１３☎

名護市商工観光局問 53-7530☎

5月4日（土）
2019年

5月5日（日）

手作り鯉のぼり総選挙、ダム施設体験、
ウナギつかみ取り大会、羽地大川生き物探検、
親子手作り玩具教室、芝ソリ、大迷路、カヌー体験

イベント

2019年4月27日（土）～5月6 ）間日01（）月（日鯉のぼり掲揚期間

羽地支所（臨時駐車場）よりシャトルバスが運行します。駐車場

羽地ダム湖畔および周辺会　場

日　時

風になびく300匹の鯉のぼりは圧巻！！ご家族・友達でぜひお越しください！

　
鯉のぼり祭り羽地ダム
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